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305 Pubmed⁺医中誌 2016045341
Okada Yu, Yanagida Noriyuki, Sato Sakura, Ogawa Ayako, Ogura Kanako, Nagakura Kenichi, Emura
Shigehito, Asaumi Tomoyuki, Unno Hirotoshi, Manabe Tetsuharu, Ogura Kiyotake, Iikura Katsuhito,
Ebisawa Motohiro

マルチナッツアレルギーに対する経口免疫療法の開始　1症
例報告

Allergology International 2015 64巻(2号)192-193 10.1016/j.alit.2014.09.004 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016045341 ×

306 医中誌 2006293562
Bueyuekoeztuerk Suna, Kardes Buelent, Gelincik Asli A, Dal Murat, Colakoglu Bahattin, Akkor Aytug, Erden
Sacide

ヘーゼルナッツ加工工場における労働はハシバミ花粉とナッ
ツ感受性リスクを増大させるか?

Allergology International 2005 54巻(3号)469-472 10.2332/allergolint.54.469 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2006293562 〇

ヘーゼルナッツ加工工場労働者において,職業的接触によるヘーゼルナッツアレルゲンへの曝露がハシバミ花粉とヘーゼル
ナッツ過敏症を増加させ,職場関連アレルギー症状の原因となるかについて検討した.ヘーゼルナッツ加工工場の労働者308名
を試験群,同年齢幅の138名を対照群とした.全被験者にアンケートの記入を依頼し,9種のアレルゲンで皮膚プリックテストを
実施した.対象群において職場関連症状はみられなかった.両群間のアレルギーおよび呼吸器症状の割合に有意差はみられな
かった.皮膚プリックテストにより,カバノキ(Betula verrucosa)およびハシバミ(Corylus avellana)の花粉過敏症が対照群より
試験群で高度であることが示された.他の皮膚プリックテストは全て両群間で類似していた.本研究により,ヘーゼルナッツへ
の職業的曝露はハシバミおよびカバノキ花粉に対する皮膚過敏症の原因となるが,これはアレルギー疾患に対するリスク増強
とは無関係であることが示された

307 医中誌 2006293560 Ito Komei, Morishita Masashi, Ohshima Mihoko, Sakamoto Tatsuo, Tanaka Akira
ピーナッツに対する偽陽性IgE抗体に関与する交差反応性炭
水化物決定基

Allergology International 2005 54巻(3号)387-392 10.2332/allergolint.54.387 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2006293560 〇

日本ではピーナッツアレルギーの重要性について十分に認識されていないが,ピーナッツIgE抗体は臨床的ピーナッツアレル
ギーを有さない患者でも検出され得る.ピーナッツアレルギー患者14例(1～8歳)の臨床的特徴を評価し,ピーナッツアレルギー
有症者および無症者からのピーナッツIgE抗体を,大豆や他のナッツと比較した.その結果,患者はアナフィラキシーなど生死に
かかわる可能性のある症状を繰り返し経験していた.ピーナッツアレルギー患者由来血清には,他のナッツに対して陰性または
比較的低度のIgE抗体が認められたが,臨床的偽陽性ピーナッツIgEは大豆,アーモンド等と有意な相関係数を示した.抗ホース
ラディッシュ・ペルオキシダーゼ(HRP)と抗ブロメラインIgE抗体は臨床的偽陽性血清から検出されたが,ピーナッツアレル
ギー患者の血清からは検出されなかった.4つの臨床的偽陽性ピーナッツIgE抗体のうち2つはHRPによって有意に抑制された.
抗交差反応性炭水化物決定基IgE抗体はピーナッツIgE偽陽性検出に有用な機序の一つであることが示唆された

308 医中誌 2021196954 辻 元基, 高里 良宏, 伊藤 浩明
【日常診療にこの1冊!皮膚アレルギー診療のすべて】検査と
管理　特異的IgE抗体検査

Derma. 2021 (307号)213-222 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021196954 ×

アレルギー診断の原則は、(1)アレルゲンの曝露により症状が誘発されること、(2)アレルゲンに感作されていること、この2
点を証明することである。特異的IgE抗体検査は(2)において有用な検査であるが、臨床診断にあたっては結果の解釈に注意
が必要である。近年、アレルゲンコンポーネントに関する研究が進み、コンポーネットを利用した診断はcomponent-
resolved diagnostics(CRD)と呼ばれ、食物アレルギー診療における重要性を増してきている。鶏卵のオボムコイド、小麦の
ω-5グリアジン、ピーナッツのAra h 2、大豆のGly m 4など、既に保険収載されている検査は臨床現場で広く活用されてい
る。さらに、2018年には本邦においてカシューナッツのAna o 3、クルミのJug r 1が新たに保険収載された。食物アレル
ギーの確定診断には病歴や経口負荷試験による誘発症状の確認が必要となるが、測定原理と検査の限界を理解したうえで、
これらを上手く活用することにより経口負荷試験のリスクを低減し、精度の高い診断が可能である。(著者抄録)

309 医中誌 2018045978 原田 晋, 森山 達哉, 太田 國隆
ピーナッツアレルギー、クルミアレルギーとの交差反応の可
能性も疑われたゴマによるアナフィラキシーの1例

Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2017 11巻(5号)464 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2018045978 ×

310 医中誌 2017045029 松岡 温子, 野元 祐輔, 有村 亜希子, 馬場 直子, 藤井 一恭, 東 裕子, 久留 光博, 丸山 芳一, 金蔵 拓郎 アリルイソプロピルアセチル尿素による固定薬疹の1例
Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2016 10巻(4号)403 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2017045029 ×

311 医中誌 2014257349 飯島 茂子, 角田 孝彦, 森山 達哉
クルミによる口腔アレルギー症候群の3例　クルミ抗原蛋白
の検出

Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2014 8巻(2号)95-102 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014257349 ×

クルミ摂取後に口腔アレルギー症候群を発症した6歳女児、31歳男性、4歳男児の3症例を報告する。3例とも花粉症の既往歴
はなく、クルミの実の特異的IgE抗体価クラス2～3、プリック・プリックテストは4+であった。患者血清を用いたイムノブ
ロット法にて、3例とも約10kDaと21kDaに陽性のバンドを検出した。今までに、わが国で報告された17例と自験例を含めて
20症例をまとめた。17例(85%)は口腔アレルギー症候群または口腔接触蕁麻疹の症状を示し、そのうち9例はアナフィラキ
シー、1例はアナフィラキシーショックに進行した。残りの3例は、2例が口腔症状のないアナフィラキシー、1例は食物依存
性運動誘発アナフィラキシーであった。自験例以外に1例のみがイムノブロット法を行い、約9kDaにバンドを認めていた。
われわれが検出した約10kDa蛋白は、クルミlipid transfer protein、約21kDa蛋白はまだ明らかにされていないが、レグミン
様蛋白の塩基性サブユニットではないかと推測した。(著者抄録)

312 医中誌 2011295728 平郡 真記子, 秀 道広 くるみによるoral allergy syndromeの1例
Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2011 5巻(3号)299 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011295728 ×

313 医中誌 2011059858 久留 光博, 内宮 礼嗣, 岩谷 徳子, 大山 公崇, 河井 一浩, 金蔵 拓郎
5%マルトース加乳酸リンゲル液(ポタコールR)で誘発された
蕁麻疹型薬疹の1例

Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2010 4巻(5号)449 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011059858 ×

314 医中誌 2011059822 花田 美穂, 藤野 裕美, 赤坂 俊英 くるみによるoral allergy syndromeの4例
Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2010 4巻(5号)429 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011059822 ×

315 医中誌 2009287779 野呂 佐知子, 藤本 和久, 山西 貴仁, 川名 誠司 くるみによるoral allergy syndromeの1例
Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2009 3巻(3号)170-172 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2009287779 ×
32歳男。23歳時と28歳時にくるみを摂食後、全身の皮疹と咽頭の違和感が出現した。今回、くるみが入った焼き味噌を摂食
した直後より舌のしびれ感、口腔内の腫脹、咽頭の違和感、全身の膨疹が出現した。くるみの特異的IgEはclass 3であり、
プリックテストでも陽性であった。(著者抄録)

316 医中誌 2009063359 綾部 原子, 猪又 直子, 前田 修子, 桐野 実緒, 竹川 恵, 池澤 善郎 クルミによるアナフィラキシーショックの一例
Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2008 2巻(4号)340 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2009063359 ×

317 医中誌 2008087831 飯島 茂子, 井上 知宏, 林 太智, 角田 孝彦, 森山 達哉 クルミによるoral allergy syndromeの3例
Journal of Environmental
Dermatology and Cutaneous
Allergology

2007 1巻(Suppl.1)137 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008087831 ×

318 医中誌 2008331014 清水 智治, 遠藤 善裕, 目片 英治, 山本 寛, 村田 聡, 来見 良誠, 谷 徹
抗癌剤によるアナフィラキシーショックの現状　アンケート
調査の報告

Shock: 日本Shock学会雑誌 2007 22巻(1号)48 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008331014 ×
319 医中誌 2021037498 海老澤 元宏 アレルギー疾患における最新の話題　食物アレルギー アレルギア 2020 (49号)15-17 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021037498 ×
320 Pubmed⁺医中誌 2024086930 佐藤 さくら

「食物アレルギー診療ガイドライン2021」　ナッツ類アレル
ギーの診断・管理

アレルギー 2023 72巻(4号)338-342 10.15036/arerugi.72.338 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024086930 〇

321 医中誌 2024063364 安戸 裕貴 種実類のアレルゲンコンポーネント アレルギー 2023 72巻(5号)448-452 10.15036/arerugi.72.448 ○ https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024063364 〇

種実類(食用とされる種子のうち、穀類と豆類以外のもの)アレルギーは欧米で増加傾向にあり、日本でも近年急増してい
る。下記について概説した。1)種実類(堅果類、核果類、種子類)、2)日本における種実類のアレルギーの動向、3)アレルゲン
コンポーネント(AC)、4)種子貯蔵蛋白、5)種実類ACを用いたcomponent-resolved-diagnostics(CRD)、6)多様な臨床面にお
ける種実類AC解析の応用、7)種実類アレルギーの誘発症状度の予測、8)種実類アレルギーの合併の予測、9)種実類アレル
ギーの病態解析への応用の試み、として述べた。

322 医中誌 2024051942 本多 愛子, 今井 孝成, 山下 恒聖, 大川 恵, 高木 俊敬, 國上 千紘, 渡邊 優, 岡田 祐樹, 前田 麻由, 神谷 太郎
食物経口負荷試験　重症クルミアレルギー患者に対する至適
負荷量の検討

アレルギー 2023 72巻(45450)903 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024051942 〇
323 医中誌 2024051773 丸山 伸之, Chen Bingyu, 高瀬 貴文, 今井 孝成, 緒方 美佳, 石橋 誠二郎, 佐藤 さくら, 海老澤 元宏

食物アレルゲン　クルミアレルギーにおけるVicilin N末端フ
ラグメントの臨床性能の検討

アレルギー 2023 72巻(45450)875 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024051773 〇

324 医中誌 2023327307 杉崎 千鶴子, 高橋 亨平, 佐藤 さくら, 柳田 紀之, 海老澤 元宏
消費者庁「食物アレルギーに関連する食品表示に関する調査
研究事業」令和2(2020)年即時型食物アレルギー全国モニタ
リング調査結果報告

アレルギー 2023
72巻(8号)1032-
1037

10.15036/arerugi.72.1032 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023327307 〇
2020年における即時型食物アレルギー全国モニタリング調査結果を報告した。今回の調査では6080例の即時型食物アレル
ギー症例が集積され、2017年調査(4851例)に引き続き集積症例数は増加傾向にあった。また前回調査に引き続き、クルミを
筆頭に木の実類の即時型食物アレルギーの健康被害が増加していることが明らかになった。

325 医中誌 2023197917 笹本 光紀, 窪田 幸世, 中村 浩章, 清水 教一
クルミアレルギー児における両親のクルミの摂取頻度との関
係について

アレルギー 2023 72巻(1号)61 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023197917 〇
326 医中誌 2022002371 沖嶋 直子, 河合 京香, 小林 久留実, 鶴田 和海

リンゴ主要アレルゲンコンポーネントMal d 1のELISAによ
る品種間比較

アレルギー 2021 70巻(45450)866 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022002371 ×
327 医中誌 2022002255 杉田 晃, 森 雄司, 河野 透哉, 杉本 えり那, 小原 尚美, 岡本 薫, 水谷 公美, 中島 陽一, 近藤 康人

食物アレルゲン　本邦におけるクルミとペカンナッツの交差
抗原性の血清学的検討

アレルギー 2021 70巻(45450)827 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022002255 〇
328 医中誌 2022002081 皆川 優納, 永倉 顕一, 藤原 優子

食物アレルギー・疫学　食物アレルギーによるアナフィラキ
シーに占めるクルミの割合の12年間の経年的変化の検討

アレルギー 2021 70巻(45450)798 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022002081 〇
329 医中誌 2021324993 山口 春江, 工藤 智恵子, 田中 佐緒, 松原 加奈, 齊藤 くるみ, 高橋 聡貴 ICS/LABA/LAMA製剤の臨床的効果についての検討 アレルギー 2020

69巻(臨時増刊
号)305

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021324993 ×
330 医中誌 2021324924 田中 佐緒, 工藤 智恵子, 松原 加奈, 齊藤 くるみ, 山口 春江, 高橋 聡貴

当院におけるアドレナリン自己注射薬の処方例および使用例
に関する検討

アレルギー 2020
69巻(臨時増刊
号)293

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021324924 ×
331 医中誌 2021324667 Nishimoto Ayano, Narita Masami, Yoshida Koichi, Hirao Keiko, Yokoyama Shoko クルミアレルギーの予測因子　日本における後向き観察研究 アレルギー 2020

69巻(臨時増刊
号)191

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021324667 〇
332 医中誌 2021030817 木村 浩, 西野 正義, 松下 貴史, 竹原 和彦

ImmunoCAP ISACが診断に有効であったナッツ類による
pollen-food allergy syndrome(PFAS)の1例

アレルギー 2020 69巻(8号)712 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021030817 ×
333 医中誌 2021030810 安戸 裕貴 アレルギー用語解説シリーズ　Ana o 3、Jug r 1 アレルギー 2020 69巻(8号)706-707 10.15036/arerugi.69.706 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021030810 〇
334 医中誌 2020210450 笹本 光紀, 永倉 顕一, 柳田 紀之, 佐藤 さくら, 海老澤 元宏 少量経口免疫療法を実施した重症クルミアレルギーの3症例 アレルギー 2020 69巻(1号)69-70 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020210450 ×
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335 医中誌 2020048457
豊國 賢治, 福家 辰樹, 犬塚 祐介, 西村 幸士, 苛原 誠, 石川 史, 佐藤 未織, 齋藤 麻耶子, 宮地 裕美子, 山本 貴和子,
野村 伊知郎, 成田 雅美, 大矢 幸弘

食物アレルギーの診断と新規アレルゲンコンポーネント　当
院でのクルミアレルギーの臨床的特徴とJug r 1特異的IgE検
査の有用性の検討

アレルギー 2019 68巻(45387)534 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048457 〇

336 医中誌 2020048456 佐藤 さくら, 福家 辰樹, 伊藤 浩明, 今井 孝成, 近藤 康人, 北林 耐, 長尾 みづほ, 増本 夏子, 海老澤 元宏
食物アレルギーの診断と新規アレルゲンコンポーネント　ク
ルミアレルギー診断におけるアレルゲンコンポーネントJug
r 1特異的IgE検査の有用性

アレルギー 2019 68巻(45387)534 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048456 ×

337 医中誌 2020048372
田上 和憲, 内藤 宙大, 河合 菜月, 田中 賀治代, 松井 照明, 高里 良宏, 杉浦 至郎, 山田 千佳子, 和泉 秀彦, 伊藤 浩
明

ナッツ類と甲殻類のコンポーネントに関する検討　クルミ・
カシューナッツアレルギー児における感作アレルゲン,交差
抗原性の検討

アレルギー 2019 68巻(45387)520 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048372 〇

338 医中誌 2020048371 長尾 みづほ, 藤澤 隆夫
ナッツ類と甲殻類のコンポーネントに関する検討　クルミ,カ
シューナッツの特異的IgE抗体の経時的変化について

アレルギー 2019 68巻(45387)520 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048371 〇

339 医中誌 2020048370 花田 優, 牧野 篤司, 高里 良宏, 松井 照明, 伊藤 浩明
ナッツ類と甲殻類のコンポーネントに関する検討　クルミ・
カシューナッツアレルギーにおけるJug r 1・Ana o 3特異的
IgE抗体検査の診断精度に関する検討

アレルギー 2019 68巻(45387)520 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048370 〇

340 医中誌 2016365435 山本 幹太, 佐藤 さくら, 井上 隆志, 西野 誠, 永倉 顕一, 浅海 智之, 小倉 聖剛, 海老澤 元宏
食物アレルギー(ピーナッツアレルギーの話題とナッツ、果
物新規コンポーネント)　クルミ・カシューナッツアレル
ギー診断におけるコンポーネントの有用性

アレルギー 2016 65巻(45387)537 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016365435 〇

341 医中誌 2016365434 林 直史, 加藤 泰輔, 小野 学, 酒井 一徳, 田上 和憲, 田島 巌, 崎原 徹裕, 中川 朋子, 杉浦 至郎, 伊藤 浩明
食物アレルギー(ピーナッツアレルギーの話題とナッツ、果
物新規コンポーネント)　ピーナッツ・ナッツアレルギー患
者における複数のナッツアレルギー併発に関する検討

アレルギー 2016 65巻(45387)537 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016365434 〇

342 医中誌 2016002988 山崎 晃嗣, 竹村 豊, 長井 恵, 井上 徳浩, 竹村 司
緩徐経口免疫療法を行なったクルミアナフィラキシーの1男
児例

アレルギー 2015 64巻(45355)588 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016002988 ×
343 医中誌 2016002750

山本 幹太, 佐藤 さくら, 柳田 紀之, 小川 絢子, 小倉 香奈子, 永倉 顕一, 江村 重仁, 浅海 智之, 岡田 悠, 小倉 聖剛,
飯倉 克人, 海老澤 元宏

食物アレルギーとアレルゲン　クルミ経口食物負荷試験での
アレルゲンコンポーネント解析

アレルギー 2015 64巻(45355)487 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016002750 〇

344 Pubmed⁺医中誌 2010103266 鈴木 祐輔, 太田 伸男, 櫻井 真一, 青柳 優, 深瀬 滋
山形市におけるアレルギー性鼻炎患者の花粉抗原陽性率の検
討

アレルギー 2009
58巻(12号)1619-
1628

10.15036/arerugi.58.1619 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010103266 ×

【背景・目的】花粉症の原因抗原としてはスギ・イネ科が有名であるが,その他の花粉症も注目されている.今回我々は当科を
受診したアレルギー性鼻炎患者の花粉抗原陽性率について調査・検討したので報告する.【対象・方法】対象はアレルギー性
鼻炎症例の男性90例,女性61例.ハウスダスト・ダニ・スギ・カモガヤ・チモシー・ブタクサ・ヨモギ・カナムグラ・アルテル
ナリア・カンジタ・アスペルギルスに加え,シラカンバ・クルミ・ヒメスイバ・コナラ・ヤナギのエキスを用いてスクラッチ
テストを施行した.【結果】スギ花粉陽性率(45%)よりもカモガヤ花粉陽性率(51%)のほうが高く,シラカンバ・クルミ・ヒメ
スイバ・コナラ・ヤナギ花粉はそれぞれ13%,8%,9%,11%,10%とスギ・イネ科花粉に比べると低いが真菌より高い陽性率で
あった.【考察】イネ科花粉や,イネ科花粉と飛散時期の重なるシラカンバ・クルミ・ヒメスイバ・コナラ・ヤナギ花粉は陽性
率が高く重要な抗原と考えられた.重複陽性率も高い傾向があり,抗原間の交差反応性の検索も必要と考えられた.(著者抄録)

345 医中誌 2010030911 木戸脇 健, 高舘 明弘, 木村 聡
食物アレルギー・薬物アレルギー　病態生理と治療　食物ア
レルギーの診断と評価　クルミ、スイカ、ヤマイモ特異的
IgEの陽性率と関連抗原の検討

アレルギー 2009 58巻(8-9号)1272 10.15036/arerugi.58.1272_3 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010030911 ×

346 医中誌 2008097448 高岡 有理, 伊藤 浩明, 二村 昌樹, 後藤 志歩, 坂本 龍雄, 宇理須 厚雄 クルミの臨床像と交差抗原性に関する検討 アレルギー 2007 56巻(8-9号)1132 10.15036/arerugi.56.1132_4 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008097448 〇

347 医中誌 2008005946 稲葉 弥寿子, 矢上 晶子, 鈴木 加余子, 松永 佳世子 マカダミアナッツによる即時型アレルギーの1例 アレルギー 2007 56巻(7号)699-702 10.15036/arerugi.56.699 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008005946 ×

症例は23歳女性.既往歴はアトピー性皮膚炎,アレルギー性鼻炎,アレルギー性結膜炎.小学4年生の時マカダミアナッツを摂取し
口腔違和感と全身蕁麻疹が出現した.中学2年生の時マカダミアナッツを摂取し口腔咽頭違和感の後,全身の蕁麻疹と呼吸困難
が出現した.20歳時マカダミアナッツを含んだ中華料理の野菜を摂取し口腔の違和感が出現し,精査のため当科を受診した.抽
出油によるスクラッチテスト(濃度as is)で陽性を示しマカダミアナッツによる即時型アレルギーと診断した.患者はマカダミ
アナッツの回避により再発は認めない.本例はマカダミアナッツ摂取によりoral allery syndorome(OAS)を示した.しかしOAS
の報告が最も多いシラカバ花粉のBet v1,Bet v2は陰性であった.スギ花粉症を合併しているが発症は高校2年生の時であり,ス
ギ花粉がマカダミアナッツアレルギーの感作抗原の可能性は低いと考えた.(著者抄録)

348 医中誌 2007298998 鈴木 祐輔, 太田 伸男, 櫻井 真一, 青柳 優, 深瀬 滋, 高橋 裕一 山形市における花粉抗原陽性率の検討 アレルギー 2007 56巻(45355)374 10.15036/arerugi.56.374_2 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007298998 ×
349 医中誌 2005028005 鈴木 祐輔, 太田 伸夫, 櫻井 真一, 青柳 優, 深瀬 滋

山形市における花粉抗原陽性率の検討　シラカバ,ヒメスイ
バ,ヤナギ,クルミ,コナラを中心として

アレルギー 2004 53巻(45513)974 10.15036/arerugi.53.974_4 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2005028005 ×
350 医中誌 2004199613 角田 孝彦 アワビとクルミによる即時型アレルギーの各1例 アレルギー 2004 53巻(45325)358 10.15036/arerugi.53.358_4 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2004199613 ×
351 医中誌 2024152434 佐藤さくら ナッツ類の臨床的な交差反応性 アレルギー 2023 72(10)1205-1210 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024152434 〇

352 医中誌 2024169251 佐藤 さくら
【最新のアレルゲン情報:交差抗原性を中心に】ナッツ類ア
レルギー診断と臨床的交差抗原性

アレルギーの臨床 2024 44巻(3号)190-195 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024169251 〇

ナッツ類は食物アレルギーの主な原因食物のひとつであり,最新の即時型食物アレルギー全国モニタリング調査では,鶏卵,牛
乳についで3番目に多い原因食物となった。患者数増加に伴い,日常診療でナッツ類アレルギー患者を診療する機会は増えて
いる。確定診断は食物経口負荷試験で行われるが,アレルゲンコンポーネントを活用することで一部の症例は診断のための負
荷試験を回避できるようになった。一般的にはナッツ類は一括りに除去されるが,実際にはすべてのナッツに対しアレルギー
症状が出現することは少ない。本稿ではナッツ類アレルギーの診断および主なアレルゲンと臨床的交差反応性について解説
する。(著者抄録)

353 医中誌 2021054384 渡邉 直人
【思春期・成人のアレルギー診療～アレルギー疾患と如何に
つき合うか～】思春期～成人期(移行期)の食物アレルギー

アレルギーの臨床 2020
40巻(13号)1061-
1065

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021054384 ×

思春期の食物アレルギーには、乳幼児期や学童期に発症し耐性獲得(食べても症状がでなくなる)が遅い症例、あるいは耐性
化が得られない症例と思春期発症例が混在している。原因食物は年齢層で異なり、乳幼児期では鶏卵、牛乳、小麦が多い順
となり3大要因で、学童期にはピーナッツ、カシューナッツ、クルミなどナッツ系や木の実系の報告が多くなり、成人期では
小麦と甲殻類の頻度が高くなる。さらに、思春期以降発症の食物アレルギーには、食物依存性運動誘発アナフィラキシー
(FDEIA)と口腔アレルギー症候群(OAS)が含まれる。FDEIAの主要原因は小麦と甲殻類で、食後2時間以内の運動で誘発され
ることが多い。OASは花粉への感作後に果物や野菜との交差反応により生じるものであり、バラ科、ナス科、ウリ科、セリ
科、マタタビ科などの果物や野菜で誘発される。花粉-食物アレルギー症候群(PFAS)とも呼称される。思春期はまさに小児
から成人への移行期であり、FDEIAおよびPFAS(OAS)の占める割合が最も高い時期である。(著者抄録)

354 医中誌 2019007816 澤崎 健

◆「鼻副鼻腔における免疫アレルギー疾患への対応」に寄せ
る　同時多項目アレルギー診断薬マストイムノシステムズ
V(MAST V)について　ミックス項目によるスクリーニング
性能の向上

アレルギーの臨床 2018
38巻(12号)1145-
1151

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019007816 ×

マストイムノシステムズV(マストイムノシステムズファイブ、製造販売元:協和メデックス株式会社、以下MAST Vとする)
は、0.2mLの血清で36項目(48種類)のアレルゲン特異的IgE抗体が測定できる同時多項目アレルギー診断薬である。36項目の
内訳は30項目の単独項目と6項目のミックス項目である。6項目のミックス項目は合計18種類のアレルゲンで構成されてお
り、MAST Vとして48種類のアレルゲン特異的IgE抗体が測定可能である。従来のマストイムノシステムズIV(マストイムノシ
ステムズフォー、製造販売元:協和メデックス株式会社、以下MAST IVとする)が36種類のアレルゲンであったのに対して
MAST Vはスクリーニング性能が強化されている。MAST Vのミックス項目は、(1)木の実ミックス、(2)イネ科ミックス、(3)
ブタクサミックス、(4)ダニミックス、(5)イヌ、ネコ皮屑ミックス、(6)カビミックス、の6種類である。例えば、木の実ミッ
クスはヘーゼルナッツ、アーモンド、クルミの3アレルゲンで構成されているが、特定原材料7品目に指定されているピー
ナッツは単独項目として測定可能などの配慮がされている。MAST Vと全く同一のミックス項目が他社品には存在しないた
め、ミックス項目を構成している各々のアレルゲンに対して、免疫グロブリン単一試験・単一結果用多種抗原キット「イム
ノキャップ特異的IgE」(製造販売元:サーモフィッシャーダイアグノスティックス株式会社)との一致率を調べた結果、全体一
致率は84.8～98.2%、陰性一致率は95.5～100%と良好であった。一方、陽性一致率は72.1～96.7%で、カビミックスとブタク
サミックスが72.1～79.6%とやや低い結果であった。カビミックスの代表的な項目であるペニシリウムにおいてMAST Vとイ
ムノキャップ特異的IgEで不一致となった10検体をアラスタットで測定した。その結果、10検体中9検体がMAST Vとアラス
タットで一致していた。MAST Vはスクリーニング性能が強化されたことにより、通常の診療の他、健診や人間ドックのオ
プション検査においてもさらに使いやすい試薬になったと考えられる。(著者抄録)

355 医中誌 2018121793 竹村 豊, 井上 徳浩, 益海 大樹, 山崎 晃嗣, 長井 恵, 竹村 司 クルミ緩徐経口免疫療法により耐性獲得を得た1男児例 アレルギーの臨床 2018 38巻(1号)42-45 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2018121793 ×

5歳の男児。クルミ摂取後の誘発症状歴があり、アレルギー検査では特異的IgE抗体が9.51UA/mlと上昇していた。食物経口
負荷試験で、クルミの食品重量1.7g摂取でアナフィラキシーを認め、治療にアドレナリン筋肉注射を要した。緩徐経口免疫
療法を施行し、特段の誘発症状を認めず2年後に3.0gの摂取が可能となった。2週間の除去の後に食物経口負荷試験を行な
い、陰性を確認した。経口免疫療法後、2年間の外来診療で摂取継続の指導を行ない、誘発症状を認めていない。免疫学的
な変化として、特異的IgE抗体は1.93UA/mlへと低下したが、特異的IgG4抗体は変化がなかった。皮膚プリックテストは陰転
化し、耐性獲得の指標となる可能性が示唆された。(著者抄録)

356 医中誌 2008260541 伊藤 浩明 【食物アレルギー】ピーナッツ・ナッツ類アレルギー アレルギーの臨床 2008 28巻(8号)644-649 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008260541 ×

ピーナッツ・ナッツ類アレルギーは、アナフィラキシーを含む重篤な臨床症状を呈し、我が国の小児における有病率は増加
傾向にある。ピーナッツは、大豆と同じマメ科に属するが、相互に臨床的な交差反応性はあまり認めない。一方、ウルシ科
に属するカシューナッツとピスタチオ、クルミ科に属するクルミとペカンの間には強い交差抗原性が認められる。ナッツ類
全般の交差抗原性については、主要アレルゲンの構造に基づいた分子レベルの研究が進んでいるが、臨床的交差反応性と関
連したさらなる知見が求められる。(著者抄録)

357 医中誌 2007304577 長谷川 美紀, 猪又 直子, 池澤 善郎
皮膚科　初回摂取時に発症したカシューナッツアレルギーの
小児例

アレルギーの臨床 2007 27巻(8号)636-639 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007304577 ×

12歳女性。飛行機内で初めてカシューナッツを2粒摂取した直後、咽頭狭窄感が出現し、その後全身に膨疹が拡大した。ア
ナフィラキシーの診断にて精査を施行した。血液検査は血清総IgE値は592IU/ml、特異IgE抗体は、カシューナッツとピスタ
チオともにclass 2、アーモンドやピーナッツは陰性であった。プリックテストは、カシューナッツとピスタチオともに陽性
であったが、アーモンドやピーナッツ、クルミ、マンゴーは陰性であった。カシューナッツアレルギーは極少量でも重篤に
なりやすいため、注意が必要である。(著者抄録)

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048457
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048456
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048372
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048371
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020048370
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016365435
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016365434
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016002988
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016002750
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010103266
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010030911
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008097448
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008005946
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007298998
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2005028005
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2004199613
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024152434
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024169251
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021054384
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019007816
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2018121793
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008260541
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007304577


358 医中誌 2007124756 犬尾 千聡, 川田 康介, 高増 哲也, 栗原 和幸 カシューナッツやピスタチオによるアナフィラキシー アレルギーの臨床 2007 27巻(3号)215-217 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007124756 ×

欧米ではピーナッツだけでなく、クルミを含むナッツ類のアナフィラキシーの報告が多いが、我が国は、欧米に比べて消費
量も少なく、小児でのカシューナッツ、ピスタチオによるアナフィラキシーの正式な報告はない。今回、カシューナッツ、
ピスタチオを原因アレルゲンとして同定したアナフィラキシー症例を経験したので報告する。カシューナッツのアレルギー
は、ピーナッツに比べて症状が重篤になりやすいという報告もあり、アナフィラキシーで受診した際には、当食品も原因と
して検討することが必要である。(著者抄録)

359 医中誌 1983222422 堀 俊彦 クルミ花粉症 アレルギーの臨床 1983 (22号)27-28 https://search.jamas.or.jp/link/ui/1983222422 ×

360 医中誌 2022027117 飯尾 知輝, 藤田 真弓, 津曲 俊太郎, 高増 哲也, 犬尾 千聡
当院で施行した未摂取のピーナッツ・ナッツ類の経口負荷試
験結果の検討

こども医療センター医学誌 2021 50巻(2号)66-69 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022027117 ×

食物アレルギーの既往がある児では、ピーナッツ、ナッツ類について未摂取のまま除去食対応となっていることが多い。神
奈川県立こども医療センターでピーナッツ、もしくはナッツ類が未摂取除去の患児に対して施行した経口負荷試験oral food
challenge(OFC)31例の患者背景と詳細について診療録を後方視的に評価した。結果は、陽性が4例(ピーナッツ:3例、クル
ミ:1例)、保留が1例(ピスタチオ)、陰性が26例であった。ピーナッツOFC患児のピーナツアレルゲンコンポーネントAra h2
特異的IgE抗体の中央値は、陽性群3.46UA/mLで陰性群0.10UA/mLと比べて有意に高かった。アーモンドを含む計4種類の
ナッツ類OFC患児は全例陰性であった。OFCを行い実際のアレルギー症状の有無を評価することは、不要な未摂取除去を減
らす上で非常に重要である。(著者抄録)

361 医中誌 2023212575 安達 玲子
食品表示基準の一部改正　食物アレルギーに関する義務表示
品目への「くるみ」の追加について

ファルマシア 2023 59巻(6号)554 10.14894/faruawpsj.59.6_554 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023212575 〇

362 医中誌 2013322879 腰山 節子
喘息治療薬服用患者に発症する『口腔トラブル』の規定因子
の検討　副作用回避を目指せる吸入指導構築に向けての提言

医療薬学 2013 39巻(8号)482-490 10.5649/jjphcs.39.482 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2013322879 ×

吸入ステロイドなどを服用中の喘息患者に口腔トラブルに関するアンケート調査を行い、531例より回答を得た。吸入後のう
がい実施率は94.2%、吸入前は23.2%で、口内炎は39例、嗄声は191例に認めた。ワッテ法による唾液分泌量を測定した235
例において、平均値は0.32g/60秒、0.25g/60秒未満が45.1%であった。numeric rating scale(NRS)を用いた主観的評価によ
り口腔トラブルありと判断されたのは87例で、トラブルなし群(148例)に比較して併用薬剤数や一日吸入回数は有意に多く、
唾液分泌量は少なかった。口腔トラブル発症の有無を目的変数とした単回帰分析では、併用薬あり、唾液量0.25g/60秒未満
が有意な規定因子で、因子間の補正後の重回帰分析では高齢者と唾液量であった。NRSによる吸入率と口内炎および口臭と
の間には負の相関を、うがい回数との間には正の相関を認め、口内炎発症率は吸入前うがいあり群がなし群に比較して有意
に低率であった。

363 医中誌 2016142691 神野 孝徳, 久留宮 康浩, 世古口 英, 小林 聡, 桐山 宗泰, 青山 広希
腹腔鏡下脾嚢胞天蓋切除術を施行した糖鎖抗原19-9(CA19-
9)高値脾嚢胞の1例

外科 2015
77巻(11号)1319-
1321

10.15106/J00393.2016142691 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016142691 ×

30歳女。以前より食欲低下、食後腹痛を自覚しており、今回、検診にて脾嚢胞を指摘された。入院時、左側腹部に圧痛を認
め、腫瘍マーカーはCA19-9が高値を示した。腹部CTでは脾臓上極に80mm大の内部均一な嚢胞性病変を認め、一部辺縁に石
灰化を認め、胃を圧排していた。脾嚢胞と診断し、症状緩和目的に超音波ガイド下で経皮的に脾嚢胞を穿刺した。内容液は
暗赤色で、CA19-9が異常高値、CEAも高値を示し、細胞診で悪性所見は認めなかった。穿刺後に腹痛は消失したが、3ヵ月
後の受診時に腹痛の再燃があり、腹部CTで脾嚢胞の再発を認め、腹腔鏡下脾嚢胞天蓋切除術を施行した。病理所見で嚢胞壁
は1層の扁平上皮細胞に覆われ、外側に厚い線維組織を認めた。免疫染色では内面上皮がCA19-9陽性を示した。術後経過は
良好で、術後半年の検査でCA19-9は正常化し、再発も認めていない。

364 医中誌 2024196158 中島 塁, 冨塚 崇史, 大久保 麻衣, 浅子 来美, 菊地 弘敏, 河野 肇, 飯島 孝四郎, 多田 弥生, 羽賀 敏博, 笹島 ゆう子
発熱と結節性紅斑で発症し,PET-CTで上腕骨・関節・皮下に
炎症所見を認めた一例

関東リウマチ 2023 55巻()113-116 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024196158 ×
症例は62歳女性で、発熱、四肢の結節性紅斑を主訴とした。FDG-PET/CTで上腕骨・肩関節・皮下脂肪織に集積を認めたた
め皮膚生検を行い、病理組織所見や免疫染色所見より非特異的な脂肪織炎と診断した。プレドニゾロン内服を開始した結
果、炎症反応の速やかな改善、皮膚症状の消失を認め、ステロイド治療継続で寛解を維持できている。

365 医中誌 2023042401 中島 塁, 浅子 来美, 大久保 麻衣, 冨塚 崇史, 津久井 大輔, 木村 佳貴, 菊地 弘敏, 河野 肇
ミコフェノール酸モフェチルが寛解維持に有効であった抗
MDA5抗体陽性皮膚筋炎の一例

関東リウマチ 2022 54巻()33-36 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023042401 ×
59歳女性。手指の紅斑・労作時息切れ・咳嗽を主訴とし、精査より抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎・間質肺炎と診断した。ステ
ロイドパルス療法、高用量プレドニゾロン+タクロリムス+シクロホスファミド間歇静注の3剤併用療法により一時は治療反
応性良好であったが、間質性肺炎が増悪した。3剤併用療法にミコフェノール酸モフェチル(MMF)内服を導入した結果、間
質性肺炎の増悪はなく寛解を維持している。

366 医中誌 2011019384 阿部 元, 梅田 朋子, 河合 由紀, 田中 麻紀子, 森 毅, 張 弘富, 久保田 良浩, 目片 英治, 来見 良誠, 谷 徹
Trastuzumab術後補助療法における点滴投与時間短縮時の安
全性の検討

癌と化学療法 2010
37巻(10号)1887-
1891

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011019384 ×

infusion reactionの発現頻度と強さは、一般的に点滴速度が影響を与える可能性があると考えられており、trastuzumabの点
滴投与時間は90分以上と記載されている。一方、米国添付文書には術後補助療法においても2回目以降は30分まで短縮可能
とされている。そこで、術後補助療法におけるtrastuzumab 30分点滴投与の安全性をプロスペクティブに検討した。対
象:HER2陽性乳癌18例、年齢37～65(中央値54)歳。方法:化学療法終了後、trastuzumabを初回投与時には8mg/kgを90分以
上かけて点滴し、2回目以降は3週間間隔で6mg/kgを30分かけて点滴静注する。結果:30分投与の回数は2～17(中央値16)回
で、初回投与時には軽度のinfusion reactionが2例にみられたが、30分投与ではinfusion reactionはみられず、投与後に軽度
の皮疹が3例に認められた。また心機能低下もみられなかった。考察:trastuzumab術後補助療法において30分点滴投与は安
全であることが示唆され、外来で十分に管理可能であると考えられた。しかし、今後さらに症例数を増やして確認が必要と
考えられる。(著者抄録)

367 医中誌 2021297208 頼住 昇, 阿部 公亮, 渡辺 安奈, 安田 有里, 八十川 直哉, 黒瀬 浩史, 吉岡 大介, 加藤 茂樹, 小橋 吉博, 小賀 徹 喘息発作と誤診された健常成人における異物誤嚥の1例 気管支学 2021 43巻(1号)79 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021297208 ×

368 医中誌 2023087635 佐藤 さくら
【日常臨床に役立つアレルギー疾患の診断と治療】食物アレ
ルギー

月刊レジデント 2023 16巻(1号)40-50 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023087635 ×
＜Point(1)＞食物アレルギーの定義を理解し,臨床病型の違いを説明できる.＜Point(2)＞食物アレルギーの原因食物を診断し,
適切な管理ができる.＜Point(3)＞食物経口負荷試験の目的を理解し,実施方法を説明できる.＜Point(4)＞アレルギー症状出現
時に適切な治療を選択できる.(著者抄録)

369 医中誌 2022088598 谷本 安, 林 知子, 黒岡 昌代, 鳥家 泰子, 産賀 温恵, 植田 麻子, 樫野 勝幸, 藤井 誠, 水内 秀次, 木村 五郎, 宗田 良 クルミアレルギーに合併したpork-cat syndromeの1例 国立病院総合医学会講演抄録集 2021 75回()1539 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022088598 ×

370 医中誌 2022182039 桑嶋 理沙, 玉目 琢也, 明石 真幸, 池田 一成
カテコラミン持続投与を要したナッツによるアナフィラキ
シーショックの1例

埼玉県医学会雑誌 2022 56巻(2号)450-453 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022182039 ×
症例は5歳女児。ナッツ入りタルトを摂取後、咽頭そう痒感を訴え救急搬送された。診療中急速にアナフィラキシーショック
へ進行し、全身状態安定化までにアドレナリン筋肉注射4回とドブタミン持続静注を要した。アナフィラキシーの治療の第一
選択はアドレナリン筋肉注射であり、経過により複数回投与やアドレナリン持続投与が必要となることもある。アドレナリ
ン筋肉注射後も症状悪化を想定し、迅速に対応することが重要である。(著者抄録)

371 医中誌 2020290936 林 良一, 山田 慎吾, 松永 真由美, 野上 和剛, 星 みゆき, 濱田 佳奈, 小堀 大河, 貝沼 圭吾, 長尾 みづほ, 藤澤 隆夫
種実類アレルギー診断患者における他の併存可能性のある種
実類に対する経口負荷試験結果の検討

三重県小児科医会会報 2020 (111号)16-20 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2020290936 〇

<目的>ある種実類アレルギーと診断された患者において、他の種実類に対するアレルギーの合併の頻度や種類について検討
した。<対象および方法>明らかな誘発症状と特異的IgE抗体陽性によって、ある種実類(Index nut:IN)アレルギーと診断され
た患者で、その他の種実類(Coex1stentnut:CN)アレルギー有無の診断のために経口負荷試験(OraI fodchaIenge:OFC)を行っ
た例を後方視的に解析した。IN別にCNのOFC結果を集計した。<結果>2014年5月から2019年12月に行った種実類OFC278
例中、INアレルギーがあり、CNアレルギー診断のOFCを行ったのは60例であった。IN別のCN-OFCの陽性率は、アーモンド
患者が38.5%と最も高く、次いでピスタチオ患者で27.3%であった。一方、クルミ(10.7%)、ピーナッツ(11.2%)、カシュー
ナッツ(16.7%)患者は陽性率が低かった。<結語>一種類の種実類アレルギーが診断されていても、必ずしも他の種実類のア
レルギーは合併していないため、適切に診断し不適切な除去とならないようにしていく必要がある。(著者抄録)

372 医中誌 2002099132
高橋 裕一, 山口 始, 後藤 裕子, 山田 敏弘, 最上 久美子, 伊藤 千代子, 富樫 直美, 石森 圭, 本間 真理子, 太田 伸男,
大関 秀一

2001年の主な花粉症原因花粉の飛散状況　2000年秋の花粉
を含む

山形県衛生研究所報 2001 (34号)37-40 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2002099132 ×

2001年のスギ花粉の飛散開始日は,米沢市が3月5日であった以外は3月15日～17日で,2000年より遅かった.最大飛散日は3月中
旬～下旬或いは4月上旬であった.総飛散数は2000年と比較し庄内及び最上が0.45倍,山形0.7倍で,米沢は1.6倍であった.患者の
多くは4月上旬～中旬に重い症状がみられ,下旬にスギ・ヒノキ科花粉が少なくなっても発症している患者が多かった.イチョ
ウ,ニレ科,ケヤキ,イネ科,クルミ属,コナラ属等の花粉は,最大飛散の時期が2000年より10日ほど早かった.2000年の秋はカナム
グラの飛散開始の時期が1999年より早かったが,ヨモギ属はほぼ同時期であった

373 医中誌 1999114936 高橋 裕一, 武田 久子, 山木 美保, 佐竹 栄子, 山口 始, 近藤 勝男 1998年の主な花粉症原因花粉の飛散状況 山形県衛生研究所報 1998 (31号)45577 https://search.jamas.or.jp/link/ui/1999114936 × スギ花粉の飛散開始日は3月上旬でピークは3月下旬にみられた.総飛散数は平年の0.3～0.6倍であった.5月～6月に飛散する花
粉ではコナラ属,クルミ花粉が4月末にピークがみられた

374 医中誌 2013046452 糸井 尚子, 東口 貴之, 李 哲柱, 阿部 元, 来見 良誠, 谷 徹
再発乳癌患者に対しパクリタキセルを投与した際に発症した
Stevens-Johnson症候群の一例

滋賀医科大学雑誌 2011 24巻(1号)31-34 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2013046452 ×

症例は70歳女性で、3年前に右乳癌で胸筋温存乳房切除術、腋窩リンパ節郭清と術後補助化学療法を受け経過観察中であっ
た。咳嗽、全身倦怠感で受診した。X線・CTで両側肺野に多発結節と胸水を認め、乳癌多発肺転移と診断し、パクリタキセ
ルを投与したが、投与終了18時間後に発熱、口唇・口腔内びらん、両眼の結膜充血・眼脂、背部中心に多形性紅斑と水疱、
びらんを認め、皮膚科の迅速病理診断は重症型浸出性紅斑であった。メチルプレドニゾロン(mPSL)によるステロイドパルス
療法を開始したが、皮膚症状の悪化でmPSLを増量し、免疫グロブリン療法を併用した。6日目より皮膚症状、口腔内びらん
の改善傾向を認め、ステロイドを漸減したが症状の再燃はなく、27日目に皮疹はほぼ上皮化し、臨床経過からStevens-
Johnson症候群と診断した。リンパ球幼弱化試験でパクリタキセルが陽性であった。その後、乳癌肺転移に各種化学療法を
行うも肝・骨・脳転移をきたし原病死した。

375 医中誌 1999048198 Quao Bing Shan, Zhong Jie Fu 北京市における空中花粉(airborne pollens)を鑑別して 耳鼻と臨床 1998
44巻(Suppl.1)491-
495

https://search.jamas.or.jp/link/ui/1999048198 ×

広大な北京市の東城区における空中花粉の年間における花粉植物科属,花粉飛散数量などを鑑別した. 1)花粉植物科属として
松属,唐桧,雪松属,ヒノキ科,銀杏属,クルミ属,シタン属,コナラ属,ニレ属,マカンバ属,ハンノ木属,ポプラ属,柳属,トネリコ属,ヒイ
ラギ科などが鑑別された.更に胞子,不明なるものを未知とした. 2)年間を通して観察すると花粉播散数量からヒノキ科(柏
科)931粒,次いでポプラ属(楊)697粒,マカンバ属496粒,ニレ属425粒の順となる. 3)月別ではヒノキ科が4月に530粒で最も多く,
トネリコ属457粒,5月でマカンバ属の389粒となる.1,2,11,12月は季節別で最も少ない

376 医中誌 2011057356 鈴木 祐輔, 太田 伸男, 高橋 裕一, 深瀬 滋, 大久保 公裕, 青柳 優 当科における花粉抗原陽性率と花粉共通抗原性の検討 耳鼻咽喉科免疫アレルギー 2010 28巻(2号)161-162 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011057356 ×
377 医中誌 2007293941 鈴木 祐輔, 太田 伸男, 櫻井 真一, 青柳 優, 深瀬 滋

山形市における花粉抗原陽性率の検討(第2報)　シラカバ、
クルミ、ヒメスイバ、コナラ、ヤナギを中心として

耳鼻咽喉科免疫アレルギー 2006 24巻(2号)142-143 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007293941 ×

378 医中誌 1995175752 高木 伸夫, 増田 有加里, 河田 了, 他
スギ花粉症患者の春季樹木花粉抗体の検討 春季樹木花粉抗
体

耳鼻咽喉科臨床 補冊 1995 (補冊76)42-46 https://search.jamas.or.jp/link/ui/1995175752 ×

1) 1991年春のスギ花粉症患者80名を対象としてCAPシステムで血清中抗原特異的IgEを測定したところ,ビャクシン(82%),カ
モガヤ(33%),ハンノキ(15%),ブタクサ(14%),コナラ(10%),ブナ(9%),クルミ(7%),ダニマルチ(27%),カビマルチ(5%)の陽性率を
認めた。2)ビャクシンの抗体価はスギ抗体価と高い相関性を示したが,他の樹木花粉については相関性を認めなかった。3)ヒ
ノキ抗原による吸収試験はスギに比してビャクシン抗体が高い親和性を示した。CAPシステムにてビャクシンはヒノキとし
て取り扱っても臨床的相違を認めないと考えた

379 医中誌 2024195515 鈴木 規道, 嶋谷 圭一, 高口 倖暉, 津村 佳余, 中山 誠健, 荻野 文敏, 御厨 真幸, 森 千里
産後3-4ヵ月に限定した児の寝具中ダニ、ミルク、卵、小
麦、ピーナッツ、クルミアレルゲン測定調査

室内環境学会学術大会講演要旨集 2023 2023年()358-359 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024195515 ×

380 医中誌 2023179508 海老澤 元宏
【日常診療でみるかもしれない　ちょっと稀なアレルギー】
子どものアレルギー(総論)　最近のトピックスと診療の落と
し穴

小児科 2023 64巻(4号)322-327 10.18888/sh.0000002534 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023179508 〇
＜文献概要＞本号は小児アレルギー診療における稀な疾患の特集であるが,その前に知っておくべき最近の小児アレルギー診
療の実態,トピックスや診療の落とし穴に関して理解しておくことが重要である.トピックスとしてはクルミとカシューナッツ
などの木の実アレルギーの増加,牛乳アレルギーの発症予防に関して取り上げた.診療の落とし穴としては,気管支喘息を診療す
る際に副鼻腔気管支炎の鑑別が重要である.

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007124756
https://search.jamas.or.jp/link/ui/1983222422
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022027117
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023212575
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2013322879
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016142691
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024196158
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023042401
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011019384
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021297208
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023087635
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022088598
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022182039
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2020290936
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2002099132
https://search.jamas.or.jp/link/ui/1999114936
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2013046452
https://search.jamas.or.jp/link/ui/1999048198
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011057356
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007293941
https://search.jamas.or.jp/link/ui/1995175752
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024195515
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023179508


381 医中誌 2012361503 田中 晶, 磯崎 淳, 菊池 信行, 遠藤 順治, 中村 陽一 カシューナッツ摂取によるアナフィラキシーの1歳男児例 小児科 2012
53巻(9号)1257-
1260

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2012361503 ×

1歳10ヵ月男児。ミックスナッツの断片を口にした直後に嘔吐し、皮膚紅斑、蕁麻疹が徐々に増大、鼻水、結膜充血が出現
した。さらに5分後から犬吠様咳嗽が出現した。吸引性喘鳴を伴うようになったため、救急外来にてアドレナリンの筋肉内
投与、ヒドロコルチゾン静脈内投与を開始した。抗ヒスタミン薬の内服で翌朝までに症状は消褪したため外来にて精査を
行った。特異的IgE値(Immuno CAP)はカシューナッツ44.7UA/mL(クラス4)、アーモンド1.84UA/mL(クラス2)、ブラジル
ナッツ0.89UA/mL(クラス2)と陽性であった。皮膚反応試験(プリックテスト)ではスクラッチ用抗原を用いたアーモンドが3+
の陽性であったがプリックプリックテストでは陰性で、カシューナッツは最強陽性、クルミは陰性、アーモンドの経口負荷
試験は陰性であった。以上より、カシューナッツ・アレルギーによるアナフィラキシーと診断した。本症例の感作経路は父
親がほぼ毎日カシューナッツを摂取し、手を洗わないまま本児にワセリンを保湿剤として塗布していたことから、経皮的に
カシューナッツに感作されたアレルギー発症であると推察された。

382 医中誌 2024104426 坂口 裕紀, 永倉 顕一, 柳田 紀之
【アレルギー疾患-最新治療と生活からの視点】アレルギー
総論　アナフィラキシーガイドライン2022

小児科診療 2023
86巻(秋増刊)6－10

10.34433/pp.0000000696 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024104426 〇
＜文献概要＞はじめに　2014年に国内で初めて発表された日本アレルギー学会のアナフィラキシーガイドラインが,2022年8
月に8年ぶりに改訂された(「アナフィラキシーガイドライン2022」<以下,GL2022>).改訂の大きなポイントは,アナフィラキ
シーの診断基準の変更,疫学データの更新などである.本稿ではガイドライン改訂に伴う変更点や,近年のクルミやカシュー
ナッツなどの木の実類によるアナフィラキシーの急増など,小児科診療において重要となる点を中心に概説する.

383 医中誌 2022318448 安戸 裕貴
【食物アレルギー「食べる」ということを根本から見なおし
てみる】抗原からみた食物アレルギー　ナッツ類アレルギー

小児科診療 2022
85巻(10号)1317-
1321

10.34433/J00642.2022318448 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022318448 〇
▼わが国では、近年、ナッツ類アレルギーが増加している。▼複数のナッツに対してアレルギーが発症するケースが比較的
多いと考えられる。▼ナッツ類アレルギーの診断には、アレルゲンコンポーネントを用いた診断が有用である。特に、2Sア
ルブミン特異的IgE測定は診断的有用性が高い。▼ナッツ類アレルギーが判明した場合、必ずしもすべてのナッツが食べられ
ないわけではなく、もともと摂取可能なナッツ類については摂取可能と考えられる。(著者抄録)

384 医中誌 2015357209 漢人 直之
【実地臨床に役立つ食物アレルギーの最新情報】食物アレル
ギー各論　ナッツ類

小児科診療 2015
78巻(9号)1239-
1246

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2015357209 〇
わが国におけるナッツ類アレルギーとしては、ピーナッツ、くるみ、カシューナッツの順に報告が多い。ナッツ類アレル
ギーでは、貯蔵タンパク質などの耐熱性を有するアレルゲンを主要アレルゲンとし、重篤な症状を誘発する例が少なくな
い。また、免疫学的にIgE抗体の交差反応を認めることもあるが、ナッツ類として一括して除去するのではなく、特異的IgE
抗体価、経口負荷試験等により個々のナッツについて摂取可否を判断する必要がある。(著者抄録)

385 医中誌 2022002848 海老澤 元宏 食物アレルギー管理・治療の展望 小児科臨床 2021
74巻(10号)1189-
1194

○ http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022002848 〇
小児期のIgE依存性食物アレルギーに関する最新の話題を下記に分けて概説した。1)牛乳アレルギーの発症リスクと発症予
防、2)クルミなどの木の実類アレルギーの急増、3)食物経口負荷試験結果に基づいた食物アレルギーの管理、4)積極的な治
療としての経口免疫療法(OIT)、として述べた。近年、抗IgE抗体を併用するOIT、目標量を低く設定するOITなど、安全性向
上への取り組みがなされている。

386 医中誌 2016138569 渡部 達
クルミによるアナフィラキシーを呈し、コンポーネント解析
を行った3歳7ヵ月女児例

小児科臨床 2016 69巻(2号)243-247 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016138569 ×

クルミによるアレルギーは時に重篤な症状を引き起こす。今回我々はクルミによるアナフィラキシー小児例を経験した。
ナッツアレルギーは耐性が得られにくく、重症例が多い。従来欧米よりも少ないとされていたが、摂取機会が増え、増加傾
向にある。また、ピーナッツとナッツは同義に捉えられることが多く、いずれかのアレルギー誘発歴がある症例ではすべて
除去治療を指導される例も少なくない。本症例に関して近年注目されているアレルゲンコンポーネントと併せて若干の考察
を加えて報告する。(著者抄録)

387 医中誌 2021247854 光永 可奈子, 井上 祐三朗
【食物アレルギー-変わる常識と新たなクリニカルパール】
食物アレルゲン別の診療のコツ　ピーナッツ、ゴマ、その他
ナッツ類(クルミ・カシューナッツ・アーモンドなど)

小児内科 2021 53巻(6号)970-974 10.24479/J00648.2021247854 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021247854 ×
＜Key Points＞(1)ピーナッツ・ゴマ・ナッツ類の耐性獲得率は、三大アレルゲンと比較すると低い。(2)新規にコンポーネン
ト特異的IgE抗体の測定が可能となり、診断に有用である。(3)ピーナッツ・ゴマ・ナッツ類は調理方法の工夫により抗原性
を下げることができる。(著者抄録)

388 医中誌 2023238815 安達 玲子
技術レポートシリーズ(No22)　食物アレルゲン表示制度にお
けるくるみの義務表示化と検査法、及び多機能アレルゲン
データベースADFSについて

食の安全と微生物検査 2023 13巻(1号)51-60 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023238815 〇

389 医中誌 2011150214 丸井 英二
食物アレルギーに関する食品表示とリスクコミュニケーショ
ン

食品衛生学雑誌 2010 51巻(6号)393-395 10.3358/shokueishi.51.393 ○ https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011150214 ×
アレルギーを引き起こす食品の種類はヒトによって違いがある。卵、乳、小麦、ソバ、落花生、エビ、カニは、食品衛生法
で表示が義務づけられている。また、アワビ、オレンジ、クルミ、鶏肉など18種類の原材料が厚生労働省からの通知によっ
て表示を推奨されている。適切な食品表示はアレルギーを含めて、食品を提供する側と消費する側とを結びつけるコミュニ
ケーションの情報窓口として重要な役割を果たしている。

390 医中誌 2024045958 宇野 真麻
食物アレルギー表示制度の動向(くるみの特定原材料への追
加)

食品衛生研究 2023 73巻(12号)45485 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024045958 ×
391 医中誌 2024128709 佐藤 さくら 木の実類アレルギー 食物アレルギー研究会会誌 2023 23巻(2号)32-38 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024128709 〇

392 医中誌 2024128706 宇野 真麻 加工食品のアレルギー表示の動向 食物アレルギー研究会会誌 2023 23巻(2号)12～17 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024128706 〇
医中誌
https://search.jamas.or.jp/search/do
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393 医中誌 2022011655 笹本 光紀, 永倉 顕一, 柳田 紀之, 佐藤 さくら, 海老澤 元宏
即時型クルミアレルギー児に対する少量食物経口負荷試験後
の再現性の問題

食物アレルギー研究会会誌 2021 21巻(2号)107-108 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022011655 〇
394 医中誌 2021122335 笹本 光紀, 永倉 顕一, 柳田 紀之, 佐藤 さくら, 海老澤 元宏

即時型クルミアレルギー児に対する少量食物経口負荷試験後
の再現性の問題

食物アレルギー研究会会誌 2021 21巻(1号)27 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2021122335 〇
395 医中誌 2019129493 牟田 ひとみ, 丸山 浩枝, 沖吉 みどり, 田中 裕也, 根津 麻里, 伊藤 環, 岡藤 郁夫, 鶴田 悟

病院外発症アナフィラキシー症例におけるアドレナリン自己
注射薬非使用例

食物アレルギー研究会会誌 2019 19巻(1号)23 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019129493 ×

396 医中誌 2014246819 西村 知香
軽度および中等度アルツハイマー型認知症患者におけるリバ
スチグミンの効果　認知機能および介護者による患者の印象
の評価

新薬と臨牀 2014
63巻(7号)1161-
1167

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014246819 ×

軽度および中等度アルツハイマー型認知症患者におけるリバスチグミンの効果について、MMSEによる認知機能と改訂クリ
クトン尺度を用いた介護者による患者の印象から24週間前向きに検討した。登録症例数は30例で、投与開始時のMMSEスコ
ア(total)と改訂クリクトン尺度スコア(total)はそれぞれ17.0±7.2点、20.7±9.9点(平均値±標準偏差)であった。投与12、24
週後のMMSEスコア(total)の平均変化量はLOCF解析でそれぞれ0.3、0.6点、OC解析でそれぞれ0.4、1.1点であり、認知機能
は維持していた。一方、投与12、24週後の改訂クリクトン尺度スコア(total)の平均変化量はLOCF解析でそれぞれ-2.1、-3.0
点、OC解析でそれぞれ-2.6、-0.3点であり、介護者による患者の印象は悪化せず維持していた。また、MMSEの下位項目で
は、言語面でLOCF解析、OC解析いずれも投与24週後において投与開始時に比べて有意な改善が認められた。改訂クリクト
ン尺度の下位項目では、会話能力においてLOCF解析では投与12、24週後に、OC解析では投与12週後に、それぞれ投与開始
時に比べて有意な改善が認められた。リバスチグミンは軽度および中等度のアルツハイマー型認知症患者において、6ヵ月間
認知機能および介護者による患者の印象を悪化させず維持した。また、リバスチグミンはアルツハイマー型認知症患者の言
語機能を改善させ、このことが介護者の印象においては会話能力の改善につながっていると考えられることから、リバスチ
グミンは患者と家族の間でのコミュニケーションの向上に寄与する可能性が示唆された。(著者抄録)

397 医中誌 2023029327
指宿 敦子, 宮内 一成, 吉崎 愛, 松岡 温子, 川平 尚生, 久留 光博, 畠中 美帆, 馬場 直子, 多田 浩一, 藤井 一恭, 東
裕子, 島田 辰彦, 西 正行, 宇宿 一成, 金蔵 拓郎

当院におけるアトピー性皮膚炎患者に対するバリシチニブの
使用経験

西日本皮膚科 2022 84巻(5号)459-460 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023029327 ×
398 医中誌 2022349350 東 裕子, 山筋 好子, 久留 光博, 宮内 一成, 藤井 一恭, 金蔵 拓郎 マクロゴールによるアナフィラキシーの1例 西日本皮膚科 2022 84巻(4号)369 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022349350 ×
399 医中誌 2022203754

指宿 敦子, 宮内 一成, 吉崎 愛, 松岡 温子, 川平 尚生, 久留 光博, 畠中 美帆, 馬場 直子, 多田 浩一, 藤井 一恭, 東
裕子, 島田 辰彦, 西 正行, 宇宿 一成, 金蔵 拓郎

当院におけるアトピー性皮膚炎患者に対するバリシチニブの
使用経験

西日本皮膚科 2022 84巻(2号)166-167 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022203754 ×
400 医中誌 2022008057 廣瀬 佳和, 沼田 智史, 秀 道広, 平郡 隆明, 平郡 真記子 クルミアレルギーの1例 西日本皮膚科 2021 83巻(4号)375 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022008057 ×
401 医中誌 2018131698 松岡 温子, 野元 祐輔, 馬場 直子, 有村 亜希子, 藤井 一恭, 東 裕子, 久留 光博, 丸山 芳一, 金蔵 拓郎

アリルイソプロピルアセチル尿素によるnon pigmented
fixed drug eruption(NPFDE)の1例

西日本皮膚科 2017 79巻(5号)511 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2018131698 ×
402 医中誌 2016282850 三好 逸男, 久留 光博 症例供覧 西日本皮膚科 2016 78巻(2号)185 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016282850 ×
403 医中誌 2014048612 久留 光博, 三好 逸男

慢性扁桃炎が原因と考えられた心膜炎を伴った急性汎発性膿
疱性細菌疹の1例

西日本皮膚科 2013 75巻(5号)468 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014048612 ×
404 医中誌 2011078027 三好 逸男, 久留 光博, 馬場 淳徳, 馬場 千晶 最近経験した症例から 西日本皮膚科 2010 72巻(6号)639 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011078027 ×
405 医中誌 2010176475

坂ノ上 正直, 久留 光博, 馬場 直子, 指宿 敦子, 阿座上 和子, 大山 公崇, 米倉 健太郎, 東 裕子, 河井 一浩, 金蔵 拓
郎, 杉田 智, 久留 博史

精巣上体炎を合併したHenoch-Schoenlein紫斑病の1例 西日本皮膚科 2010 72巻(2号)183 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010176475 ×
406 医中誌 2010100499

吉福 明日香, 内宮 礼嗣, 吉井 典子, 猿渡 浩, 馬場 千晶, 米倉 健太郎, 多田 浩一, 指宿 敦子, 玉井 真理子, 山筋 好
子, 馬場 直子, 久留 光博, 東 裕子, 松下 茂人, 河井 一浩, 金蔵 拓郎

2008年外来パッチテストの統計 西日本皮膚科 2009 71巻(6号)640-641 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010100499 ×

407 医中誌 2003251031 長井 秀明, 王生 淳子, 杉山 博子, 玉田 康彦, 松本 義也 シェーグレン症候群に合併した蕁麻疹様血管炎の1例 西日本皮膚科 2003 65巻(2号)122-125 10.2336/nishinihonhifu.65.122 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2003251031 ×

58歳女性.シェーグレン症候群に合併した蕁麻疹様血管炎の1例を経験した.2年前よりシェーグレン症候群と診断され経過観
察中であった.両下肢に疼痛を伴う蕁麻疹様紅斑,紫斑が出現し,次第に上肢,体幹へ拡大して入院した.下口唇および左前腕紅斑
部からの生検でleukocytoclastic vasculitisの所見を認め,蛍光体直説法で真皮乳頭層の血管壁にIgG,IgM,C3の沈着を認め
た.IgAの沈着は認めなかったが,免疫電気泳動法ではIgA κ-type M蛋白を認め,尿中Bence Jones蛋白陰性,骨髄生検では異常
を認めず,シェーグレン症候群に続発した二次性蕁麻疹様血管炎と診断した.治療ではステロイド抵抗性で,レクチゾール投与
を開始して翌日より体幹,四肢ともに皮疹は改善傾向となり,以後経過良好で退院した.multiple myelomaや類縁疾患への移行
例もあり,定期的なγ-グロブリンの検査が必要と考えられた

408 医中誌 2010207267 大山 雄二, 市場 由紀
マルチプレックスPCRを利用したアレルギー食品の検出法の
開発

相模女子大学紀要(自然系) 2010 73B()41-46 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010207267 ×

わが国で表示が義務付けられている食品のうち、小麦、そば、落花生、表示が推奨されている食品のうち、大豆、クルミの
あわせて5種類の植物食品を同時に検出するためのマルチプレックスPCR法を開発した。マルチプレックスPCRにより、数種
の加工食品に対して目的食品が含まれているかどうかを検討した。DNA調製の試料として、ダイズ(つるのこ大豆全粒)、コム
ギ(小麦粉、日清製粉製薄力粉)、ソバ(そば粉、戸隠総本舗社製)、クルミ(生くるみ可食部)、ラッカセイ(生落花生可食部)は
市販食品を用いた。各植物のDNAを単独に鋳型として加えたPCR反応で、デザインした各プライマーによって、それぞれ予
想された鎖長の特異的な産物が生成されることを確認した。5組のプライマーをすべて含むマルチプレックスPCRで、様々な
食品中のアレルギー原材料の有無を調べることが可能であることが示された。

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2012361503
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024104426
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022318448
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2015357209
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022002848
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016138569
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021247854
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023238815
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011150214
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024045958
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024128709
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024128706
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022011655
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2021122335
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019129493
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014246819
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023029327
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022349350
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022203754
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022008057
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2018131698
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016282850
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014048612
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011078027
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010176475
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010100499
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2003251031
https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010207267


409 医中誌 2010304731 脇田 寛之, 高見 友也, 菓 裕貴, 渡邉 徹心, 吉田 雄一, 山元 修
ステロイドパルス療法とヒト免疫グロブリン静注療法にて治
療を行った中毒性表皮壊死症の1例

鳥取医学雑誌 2010 38巻(1号)43-46 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010304731 ×

30歳代男性。全般性欠神発作に対して2ヵ月前よりフェノバールを内服していた。2週間前より発熱、リンパ節腫脹が生じ
た。近医受診し、ロキソニン、ムコダイン内服で経過観察とされたが症状は軽快せず、そう痒を伴う全身の紅斑、歯肉痛、
口唇腫脹が出現したため当科を紹介された。薬剤誘発性過敏性症候群、Stevens-Johnson症候群を念頭に、薬疹として、プ
レドニン内服を開始したが改善せず、結膜の充血、口唇のびらんが悪化した。中毒性表皮壊死症と診断し、ステロイドパル
ス療法(1,000mg/日・3日間)とヒト免疫グロブリン大量静注療法(20g/日・3日間)を行ったところ、症状は徐々に改善した。
後日施行された薬剤リンパ球刺激試験、パッチテストは各薬剤とも陰性であり、原因は不明であった。(著者抄録)

410 医中誌 2014155032 満田 朱理, 菓 裕貴, 武田 洋平, 堀江 聡, 柏木 亮太, 田中 久雄, 松永 典子
当院のC型慢性肝炎に対するペグインターフェロンα-2b+リ
バビリン+テラプレビル3剤併用療法の治療成績

鳥取赤十字病院医学雑誌 2013 22巻()2-8 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014155032 ×

当院でC型慢性肝炎に対しペグインターフェロンα-2b+リバビリン+テラプレビル3剤併用療法を導入した9例を対象として、
治療終了後24週後の治療成績を検討した。平均年齢は64.4歳で、男性2例、女性7例であった。その結果、HCV RNAの陰性化
率は89%、8例で持続性ウイルス学的著効が得られた。副作用としてGrade3の皮疹を1例で認めたが、抗アレルギー剤とプレ
ドニゾロンの内服にて皮疹は軽減した。腎機能低下に関してはクレアチニンクリアランスの60mg/dl以下の低下が6例でみら
れたが、透析に至った症例はなく、補液により悪化を防ぐことが可能であった。

411 医中誌 2021231598 玉嶋 貞宏, 大谷 知穂 陰虚体質の手湿疹でのナッツの摂取は注意すべきか 東静漢方研究室 2021 4巻(2号)27-28 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021231598 ×
412 医中誌 2008062677 芦沢 真希, 佐藤 翔子, 武安 未央, 多勢 香織, 西山 ひとみ, 小窪 くるみ, 松谷 美絵 皮膚疾患をもつラブラドールレトリバーの原因調査と看護

動物臨床医学会年次大会プロシー
ディング

2007 28回(4号)25-26 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2008062677 ×

413 医中誌 2019260233 大仲 雅之, 脇田 絵美, 西川 宏樹, 鈴木 里香, 石原 万理子, 西山 敦子, 吉田 さやか
卵・牛乳・小麦以外の食品に対する食物経口負荷試験の結果
に対する検討

奈良県総合医療センター医学雑誌 2019 23巻(1号)28-32 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019260233 ×

小児期における食物アレルギーの原因食物として代表的な卵・牛乳・小麦が原因のアレルギーは、自然軽快することが多
く、また経口免疫療法によって早期に寛解する症例も多くみられるようになってきた。一方、甲殻類や果物類、ナッツ類な
どは学童期以降も食物除去を継続されていることが多く、これらが実際にアレルギー症状を起こすかを最も確実に診断でき
る方法は経口負荷試験(OFC)である。今回、当科で2017年1月～12月にOFCを行った症例のうち、卵・牛乳・小麦以外を対
象とした20例(エビ4例、ソバ4例、ビーナッツ3例、イカ2例、豆腐2例、イチゴ1例、モモ1例、サケ1例、カシューナッツ1
例、クルミ1例)の試験結果を報告した。エビは4例中3例が陰性で、ソバも4例中3例が陰性、他の食物は全例が陰性であっ
た。対象例の多くは血液検査上感作を認めていたため除去が続けられていたが、今回OFCを行ったことで不要な除去を中止
することができた。

414 医中誌 2024084472 佐藤 さくら
【プライマリケアに必携! アレルギー診療の基本ガイド】
[Chapter 3]アナフィラキシーと食物アレルギーの基礎知識
豆類・木の実類のアレルギー

内科 2023
132巻(6号)1101-
1105

10.15106/j_naika132_1101 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024084472 〇

＜文献概要＞・大豆,ピーナッツ,木の実類は食物アレルギーの主要な原因である.・木の実類のアレルギーは増加しており,と
くにクルミが著しく増加している.・大豆は即時型症状のタイプが多くを占めるが,花粉-食物アレルギー症候群(PFAS)のタイ
プで発症する場合もある.ピーナッツ,木の実類は即時型症状のタイプが主である.・ピーナッツ,木の実類は重篤なアレルギー
症状をきたしやすい.・アレルギー症状の有無と特異的IgE抗体の証明により診断できるが,原因を特定できない場合には食物
経口負荷試験(OFC)にて診断を確定する.・ピーナッツのAra h 2特異的IgE抗体検査,クルミのJug r 1特異的IgE抗体検査,カ
シューナッツのAna o 3特異的IgE抗体検査は診断に有用である.・ピーナッツ,クルミは加工食品のアレルギー表示が義務づけ
られている.

415 医中誌 2013252637
芦原 このみ, 登坂 信子, 吉田 晃子, 金森 里美, 胡桃沢 芽久美, 水野 正巳, 平野 大介, 小野田 覚, 西野 譲, 加藤 賢
一, 深谷 修作, 吉田 俊治

アザチオプリン(AZP)によるアナフィラキシーショックが疑
われた全身性エリテマトーデス(SLE)の一例

日本リウマチ学会総会・学術集会・
国際リウマチシンポジウムプログラ
ム・抄録集

2013 57回・22回()664 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2013252637 ×

416 医中誌 2014302277 高山 真希, 菊地 弘敏, 浅子 来美, 河野 肇 KL-6上昇が悪性腫瘍由来と考えられた皮膚筋炎の一例
日本リウマチ学会総会・学術集会プ
ログラム・抄録集

2014 58回()552 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014302277 ×

417 医中誌 2019252012 松永 安由, 松本 来海[高木], 山下 舞亜, 森 久美子[木津], 廣瀬 潤子, 冠木 敏秀, 酒井 史彦, 成田 宏史
マウスにおけるLactobacillus gasseri SBT2055による母乳を
介した経口免疫寛容の増強作用

日本栄養・食糧学会誌 2019 72巻(3号)105-113 10.4327/jsnfs.72.105 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019252012 ×

乳児の経口免疫寛容の誘導に関して母親へのプロバイオティクス投与の有効性が報告されている。本研究では、母親マウス
にLactobacillus gasseri SBT2055(LG2055)と食物抗原を同時に投与し、その母乳で育った仔マウスの免疫寛容応答に与える
影響を評価した。雌マウスにカゼイン食(C群)、卵白食(E群)、卵白+LG2055食(E+LG群)を交配前から離乳まで摂取させ、仔
マウスには離乳後にオボアルブミン(OVA)を抗原としたアレルギー性下痢誘発試験を行った。その結果、仔マウスの下痢発
症率はE群に比べてE+LG群で有意に低下した。また、LG2055を投与した母親マウスの母乳中の総IgA濃度とOVAと特異的
IgAの免疫複合体(IgA-IC)濃度が有意に増加した。以上より、母親のLG2055摂取は仔マウスの経口免疫寛容を増強した。こ
の増強には母乳中のIgA-ICが関与することが示唆された。(著者抄録)

418 医中誌 2023234989 Chen Bingyu, 仲里 佳子, 佐藤 さくら, 海老澤 元宏, 丸山 伸之
クルミアレルギーにおけるアレルゲンコンポーネントの感作
頻度の解析

日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 2023 77回()323 https://member.jsnfs.or.jp/eishoku_db/index.php?t
_search_seq=23087

〇

419 医中誌 2022342703 久留宮 岬, 堀野 智史, 三浦 克志, 戸田 雅子 小児アレルギー患者における魚主要アレルゲンの解析 日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 2022 76回()283 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022342703 ×
420 医中誌 2020052304 山下 舞亜, 松本 来海, 松本 菜々恵, 小畠 英史, 冠木 敏秀

花粉アレルギーモデルマウスにおけるLactobacillus
helveticus SBT2171のアレルギー緩和作用

日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 2019 73回()282 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020052304 ×
421 医中誌 2017337569 柳原 くるみ, 比良 徹, 原 博

肥満誘導食摂取ラットにおける食事刺激に対するGLP-1分泌
応答の解析

日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 2017 71回()276 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2017337569 ×
422 医中誌 2017337519 高木 来海, 松永 安由, 山下 舞亜, 酒井 史彦, 冠木 敏秀, 成田 宏史

Lactobacillus gasseri SBT2055による母乳を介した経口免疫
寛容の増強作用

日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 2017 71回()264 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2017337519 ×
423 医中誌 2013233268 目片 英治, 清水 智治, 園田 寛道, 塩見 尚礼, 仲 成幸, 村田 聡, 山本 寛, 阿部 元, 遠藤 善裕, 来見 良誠, 谷 徹

大腸癌における腫瘍先進部の微小環境における粘液形質の意
義

日本外科学会雑誌 2013 114巻(臨増2)631 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2013233268 ×

424 医中誌 1984096292 湯浅 武之助, 荘 曽淵, 中川 やよい 花粉および動物由来抗原と結膜アレルギー 日本眼科紀要 1983 34巻(4号)804-807 https://search.jamas.or.jp/link/ui/1984096292 ×

結膜アレルギーにおけるアレルゲンの種類とそれらの重要性を検討する目的で,花粉および動物由来抗原に対する血清RAST
(radioallergosorbent test)を実施した.3～5月に頻発するスギおよびカモガヤ花粉症では,カエデバスズカケノキ・クルミ・ニ
レの花粉に対して,それぞれ約10%の症例が陽性反応を示した.これらの陽性反応例はほとんどスギおよびカモガヤにも感受性
があった.9～11月に受診したアレルギー性結膜炎では約1/6の症例がキク科植物花粉症であった.春季カタルでも15%前後の症
例がフランスギク・アキノキリンソウ・タンポポに感作されていた.春季カタル患者の23.6%はネコ毛に,11.7%はイヌ毛に対
するIgE抗体を保有していたが,ゴキブリおよびハトノフンに対してはアトピー性素因の強い症例だけが反応し,春季カタル全体
での反応陽性率は約4%と推定された

425 医中誌 1983012825 湯浅 武之助, 多田 玲, 山本 保範 結膜アレルギーにおける樹木花粉のアレルゲンとしての意義 日本眼科紀要 1982
33巻(7号)1252-
1254

https://search.jamas.or.jp/link/ui/1983012825 ×

春季カタルおよびアレルギー性結膜炎患者で,血清RASTによりダニおよび少なくとも他の1種類以上のアレルゲンに対して陽
性を示すもの26例を対象に12種類の樹木花粉のRASTを実施した.対象例のうち12例(46.2%)が少なくとも1種類以上の樹木花
粉に陽性反応を示した.スギ・ハンノキ・クルミ・カシなどで比較的高い陽性率が得られた.よってこれらの樹木花粉は,春季
カタルの増悪因子として無視できないと考えられた.同時にこれらの花粉による単独花粉症の存在も示唆された.スギ花粉に対
する春季カタル患者血清のIgE抗体は,やや偏った検討対象ながら45例中12例(26.7%)に検出された.スギ花粉症の発生は年度ご
との差が著しく,患者の年齢・性別は他のアレルギー性結膜炎の場合と同様であった.スギ花粉の単独感作例は少なく他の花粉
や家塵にも感作されている例が多かった

426 医中誌 2017319181 高澤 一平, 楜澤 壮樹, 佐藤 弘隆, 三澤 吉雄 アトピー性皮膚炎を伴った感染性心内膜炎の3例
日本胸部外科学会関東甲信越地方会
要旨集

2017 (174回)7 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2017319181 ×
427 医中誌 2019019949 佐藤 花美, 小黒 亜也子, 山崎 くるみ, 吉岡 美鈴, 佐藤 英夫, 原山 幸世, 山口 美沙子 長岡吸入指導依頼・結果報告書の活用状況

日本呼吸ケア・リハビリテーション
学会誌

2018 28巻(Suppl.)256s https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019019949 ×

428 医中誌 2024339236 北村 勝誠, 伊藤 浩明 木の実類アレルギーの現状と提言 日本小児アレルギー学会誌 2024 38巻(2号)196-203 10.3388/jspaci.38.196 ○
http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024339236 〇

近年,木の実類アレルギーは,特に日本を含む先進国において増加が報告されている.2020年の即時型食物アレルギーの全国調
査では木の実類は原因食物の第3位となり,2011年の結果と比較して約6倍に増加している.木の実類アレルギーは重篤な症状を
起こしやすく,特にクルミとカシューナッツの頻度が高い.臨床的特徴として,幼児期から発症がみられること,初発の割合が高
いこと,アトピー性皮膚炎や他の食物アレルギーの合併が多いことが挙げられる.木の実類による予期せぬ初発アナフィラキ
シーを防ぐための注意喚起が求められている.特にハイリスクの児に対しては,初回摂取前に特異的IgE抗体価の評価を行うこ
とも検討され,その結果に基づいて食物経口負荷試験や慎重な自宅摂取を行って不必要な除去を減らすことは,総合的に見て患
者の利益につながると考えられる.本稿では最新の文献に基づいて木の実類アレルギーの現状をまとめ,木の実類によるアナ
フィラキシーを防ぐための対応策について提言を行った.(著者抄録)

429 医中誌 2024094624 Nishikage Kyoko S., Imai Yuichiro, Shinoda Satoru, Momose Tomoko
小児重症ピーナッツ・くるみアレルギー患者における超低用
量経口免疫療法の安全性と有効性　除去から逃れる最も安全
な方法

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)414 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094624 ×

430 医中誌 2024094598 綾 晃記, 藤井 洋輔, 山本 凪, 中山 奈々, 新治 文子, 廻 京子, 後藤 振一郎, 井上 勝 急性膵炎に至ったクルミによるアナフィラキシーの1例 日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)401 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094598 ×
431 医中誌 2024094595 益海 大樹, 竹村 豊, 山崎 晃嗣, 長井 恵, 井上 徳浩, 杉本 圭相

CRDで確定診断に至らなかった症例に対して実施したピー
ナッツ,クルミ,カシューナッツの食物経口負荷試験の検討

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)401 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094595 ×
432 医中誌 2024094594 本多 愛子, 今井 孝成, 山下 恒聖, 大川 恵, 高木 俊敬, 國上 千紘, 岡田 祐樹, 前田 麻由, 神谷 太郎

クルミアレルギーに対する少量負荷試験の実際と陽性症状と
の関連因子の検討

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)400 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094594 〇

433 医中誌 2024094560 中川 舞, 白鳥 宏太, 川上 和美, 伊藤 正照, 森 晶夫
アレルゲン特異的IgE測定用3次元マイクロアレイの開発続報
(第4報)　ピーナッツ・ナッツ類アレルゲンコンポーネント
検査

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)392 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094560 ×

434 医中誌 2024094443 森田 慶紀, 青木 克夫
ピーナッツ・クルミ・カシューナッツ未摂取の食物アレル
ギー0～2歳児における感作率の検討

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)363 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094443 〇
435 医中誌 2024094442 笹本 光紀, 永倉 顕一, 柳田 紀之, 佐藤 さくら, 海老澤 元宏

クルミ少量経口負荷試験の負荷食の形態が陽性率および自宅
での症状の再現性に与える影響

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)362 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094442 〇
436 医中誌 2024094441

石橋 誠二郎, 河合 慧, 糸永 宇慧, 三浦 陽子, 柳田 紀之, 佐藤 さくら, 牧田 英士, 谷口 裕章, 貴達 俊徳, 小池 由美,
海老澤 元宏

クルミアレルギーの発症に関する臨床的検討　多施設横断研
究

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)362 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094441 〇
437 医中誌 2024094413 望月 聡, 佐藤 美希, 北村 勝誠, 下條 尚志, 杉浦 至郎, 高里 良宏, 中村 政志, 松井 照明, 松永 佳世子, 伊藤 浩明

プロテオミクス手法による重症クルミアレルギーに関与する
指標の探索

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(4号)355 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024094413 ×
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438 医中誌 2024023861 杉浦 至郎
食物アレルギー・アレルゲンごとに学びます　木の実類アレ
ルギー

日本小児アレルギー学会誌 2023 37巻(1号)75-80 10.3388/jspaci.37.75 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024023861 〇

2020年に行われた全国調査では「何らかの食物を摂取後60分以内に症状が出現し,かつ医療機関を受診したもの」の原因食品
として木の実類は第3位,同年の愛知県のアナフィラキシー症例全数調査では15歳未満の原因食品として木の実類は第1位の頻
度であり,いずれも経年的に増加傾向が明らかである.木の実類の中ではクルミ,カシューナッツ,アーモンド,マカダミアナッツ
の順に頻度が高い.木の実類アレルギーの診断に関してはコンポーネント特異的IgE抗体価の有用性が多く報告されている.特
に2Sアルブミンに属するコンポーネントは診断性能が高く,クルミのJug r 1及びカシューナッツのAna o 3は保険適用となっ
ている.その95%以上がアレルギー症状を示すと考えられるカットオフ値はJug r 1で0.98UA/mL,Ana o 3で2.20UA/mLと報告
されている.またアーモンドの11Sグロブリンやマカダミアナッツの7Sグロブリンに対する特異的IgE抗体価もその診断有用性
が報告されている.木の実類アレルギーの治療として経口免疫療法の有効性が報告されている.(著者抄録)

439 医中誌 2023120129 永倉 顕一, 佐藤 さくら
ガイドライン解説　食物アレルギー診療ガイドライン
2021(第12章)　ピーナッツ,木の実類,大豆,ゴマ,ソバ

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(5号)562-567 10.3388/jspaci.36.562 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023120129 〇

「食物アレルギー診療ガイドライン(JGFA)2021」の第12章食品ごとの各論4,5,6,7では種子類であるピーナッツ,木の実類,大
豆,ゴマ,ソバのアレルギーに関して新たに独立して章立てし,調査結果を最新の情報に更新した.その他では食品ごとの「自然
歴」のデータを表にまとめて示した点,近年研究が進んでいる「コンポーネントを用いた診断」に関して詳細に説明した点,
「ソバアレルギーの診断有用性」を表にまとめて説明した点などが食物アレルギー診療ガイドライン(JPGFA)2016からの主
な変更点である.2010年代後半以降,本邦ではクルミやカシューナッツなどの木の実類アレルギーが急増しており,クルミは特
定原材料の表示義務に追加される方針である.種子類は有病率,診断の方法など著しく変化しており,本章がより良い食物アレ
ルギー診療の一助となれば幸いである.(著者抄録)

440 医中誌 2023120119 大瀧 悠嗣, 北村 勝誠, 松井 照明, 高里 良宏, 杉浦 至郎, 伊藤 浩明
当センター救急外来を受診した小児木の実類アレルギー患者
の特徴

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(5号)490-498 10.3388/jspaci.36.490 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023120119 〇

目的 日本の小児における木の実類アレルギーの増加が報告されているが,小児の救急受診患者の背景や誘発症状を検討したも
のはなく,当センターにおける状況を分析した.方法 2016年2月～2021年10月に木の実類の即時型症状で救急外来を受診した
29例(27名)について,原因食物,患者背景,誘発症状,治療を診療録から後方視的に検討した.結果 原因はクルミ12例(10名),カ
シューナッツ12例,マカダミアナッツ3例,アーモンド1例,ペカンナッツ1例で,年齢中央値は3歳であった.15例がアナフィラキ
シー,うち5例はアナフィラキシーショックであった.13例がアドレナリン筋肉注射,うち1例がアドレナリン持続静脈注射を要
した.11例が入院し,うち3例は集中治療室へ入院した.初発は22例で,そのうち14例が他の食物に対する食物アレルギーを有し
ていた.結語 木の実類アレルギーの救急受診患者は,年少児がアナフィラキシーで初発した事例が多かった.予期せぬ重篤事例
を未然に防ぐため,何らかの医学的及び社会的対策が望まれる.(著者抄録)

441 医中誌 2023119940 木村 彰宏, 高木 康子, 新田 和美, 小島 崇嗣 食物アナフィラキシー児への3成分配合吸入製剤の使用経験 日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(4号)423 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023119940 ×

442 医中誌 2023119884 竹下 淳子, 根津 櫻子, 石黒 奈緒, 國井 柚香
クルミアレルギーと診断された児における経口免疫療法によ
る治療群と除去継続の非治療群のクルミおよびJugr1特異的
IgE抗体価の変化の検討

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(4号)409 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023119884 ×

443 医中誌 2023119820 石井 佑佳子, 田代 香澄, 大園 恵梨子, 大西 愛, 佐々木 理代, 橋本 邦生, 坂本 綾子
クルミ特異的IgE抗体陰性で,アナフィラキシーを呈する可能
性の検討

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(4号)393 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023119820 ×
444 医中誌 2023119819 望月 聡, 北村 勝誠, 松井 照明, 高里 良宏, 杉浦 至郎, 伊藤 浩明

Jug r 1特異的IgE抗体検査の重症度判定における有用性に関
する検討

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(4号)393 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023119819 〇
445 医中誌 2023119811 高木 俊敬, 岡田 祐樹, 前田 麻由, 今井 孝成, 山下 恒聖, 大川 恵, 本多 愛子, 國上 千紘, 渡邊 優, 神谷 太郎 食物経口負荷試験における負荷食物別の症状出現時間 日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(4号)391 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023119811 ×

446 医中誌 2023045586 今井 孝成, 金子 英雄
ガイドライン解説　食物アレルギー診療ガイドライン
2021(第5章)　疫学

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(3号)257-260 10.3388/jspaci.36.257 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023045586 ×

わが国の食物アレルギーの有症率は,乳児期が最も高く加齢とともに急激に減少する.また学童期以降の有症率は大きな変化が
なくなる.わが国の即時型食物アレルギーの主要原因食物は鶏卵,牛乳,小麦であるが,年齢群により種類や順位が異なる特徴が
ある.近年,幼児期の木の実類アレルギー,特にクルミアレルギーが急増している.即時型食物アレルギーの誘発症状は皮膚症状
が高率に認められる.また,ショック症状もおよそ10%に認められ,非常にリスクの高い疾病と言える.乳幼児期に発症した食物
アレルギー児は,その後,気管支喘息,アレルギー性鼻炎,アトピー性皮膚炎などを高頻度に発症する.いわゆるアレルギーマーチ
をたどるリスクが高い.(著者抄録)

447 医中誌 2022294683 北村 勝誠, 伊藤 友弥, 伊藤 浩明
愛知県の小児アナフィラキシー全数調査における木の実類の
増加について

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(2号)141-147 10.3388/jspaci.36.141 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022294683 〇

【目的】小児アナフィラキシー症例における木の実類の現状を明らかにする.【方法】2017年4月～2021年3月に愛知県下の
救急指定施設をアナフィラキシーで受診した15歳未満の全患者調査から,食物を原因とする2,480例のうち木の実類による308
例を解析した.【結果】症例数は2017年度40例,2018年度74例,2019年度94例,2020年度100例と増加した.原因食物に占める割
合は,2017年は木の実類が6.0%で鶏卵,牛乳,小麦につぐ第4位であったが,2020年は18.8%で第1位となった.年齢別原因食物では
2020年に木の実類は1,2歳,3-6歳群の第1位となった.189例(61.8%)が入院し,うち3例が集中治療室に入院した.147例がアドレ
ナリン投与を受け,エピペン所有は55例であった.木の実類の内訳はクルミ,カシューナッツ,マカダミアナッツ,ピスタチオの順
に多かった.【結語】15歳未満のアナフィラキシー症例において,木の実類の割合が明らかに増加していた.(著者抄録)

448 医中誌 2022294674 永倉 顕一, 海老澤 元宏

検査でどこまで子どものアレルギーを診断できるか～アレル
ギー検査の進歩を知る～【Advance】即時型食物アレルギー
の検査　検査でどこまで子どものアレルギーを診断できるか
アレルギー検査の進歩を知る

日本小児アレルギー学会誌 2022 36巻(1号)74-80 10.3388/jspaci.36.74 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2022294674 〇

即時型食物アレルギーの診断のGold standardは食物経口負荷試験(OFC)であるが,他の検査によりOFCのリスクを軽減でき
る.特異的IgE抗体価から症状誘発の確率を予測したプロバビリティカーブが報告されているが,対象集団の年齢,OFCの方法な
どの影響を受ける.近年,アレルゲンコンポーネント特異的IgE抗体検査が日常臨床で利用可能となり,鶏卵のオボムコイド,小麦
のω-5グリアジン,種実類では2SアルブミンであるピーナッツのAra h 2,クルミのJug r 1,カシューナッツのAna o 3のカットオ
フ値が報告されている.乳児では特異的IgE抗体陰性でも皮膚プリックテスト(SPT)陽性で診断に至る場合もある.ソバのSPTは
特異的IgE抗体検査より診断に有用である.免疫学的検査の進歩により即時型食物アレルギーの診断精度は向上しているが,現
状では確定診断にはなり得ない.一方でOFC前のリスク評価としての重要性は高まっており,今後は層別化診療を容易にするア
プリケーションの開発が望まれる.(著者抄録)

449 医中誌 2021105983 佐藤 さくら アレルゲン　アレルゲン　ナッツ類・種子類 日本小児アレルギー学会誌 2020 34巻(5号)612-619 10.3388/jspaci.34.612 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2021105983 〇

ナッツ類・種子類はIgE依存性食物アレルギーの主な原因食物のひとつであり、ピーナッツ、クルミ、カシューナッツは重篤
な症状誘発の頻度が高い。ナッツ類・種子類は大きく4種類(プロラミン、クーピン、Bet v 1ホモログ、プロフィリン)のスー
パーファミリーに分類され、構造的な特徴から異なる熱・消化耐性を示す。一定の割合でアミノ酸配列の同一性を示すた
め、多抗原感作を認めることが多いが、感作のみで臨床症状を伴わないことも多い。近年、アレルゲン解析の技術が進歩
し、臨床的な診断精度が向上した。貯蔵タンパク質はプロラミン、クーピンに属し、アレルギー症状の誘発に関連する。
ピーナッツのAra h 2、大豆のGly m 8、クルミのJug r 1、カシューナッツのAna o 3、ヘーゼルナッツのCor a 9とCor a 14、
ゴマのSes i 1の診断有用性が報告されている。本稿では、ナッツ類・種子類のアレルゲンおよびその臨床診断への利用につ
いて紹介したい。(著者抄録)

450 医中誌 2021062356 辻 百衣璃, 松本 翼, 碇 航太, 川村 卓, 尾田 琢也, 手塚 純一郎
食物経口負荷試験で制限を解除した4年後に少量摂取でアナ
フィラキシーを呈するようになった牛乳アレルギーの一例

日本小児アレルギー学会誌 2020 34巻(4号)498 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021062356 ×
451 医中誌 2021062352 大倉 有加, 平松 泰好, 澤井 沙織, 下村 真毅, 谷口 宏太, 縄手 満, 吉岡 幹朗, 小林 一郎, 高橋 豊 アレルギー症状を主訴に救急車搬送された児の検討 日本小児アレルギー学会誌 2020 34巻(4号)497 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021062352 ×
452 医中誌 2021062351 神田 康司, 近藤 康宏

アナフィラキシーで当院救急外来を受診した患児の検討
(2012-13年と2017-18年の比較)

日本小児アレルギー学会誌 2020 34巻(4号)497 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021062351 ×
453 医中誌 2021062305 笹本 光紀, 永倉 顕一, 柳田 紀之, 佐藤 さくら, 海老澤 元宏

即時型クルミアレルギー児に対する少量経口負荷試験後の再
現性の問題

日本小児アレルギー学会誌 2020 34巻(4号)485 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021062305 ×
454 医中誌 2020254158 中野 珠菜, 高岡 有理, 九門 順子, 山口 智裕, 上野 瑠美, 深澤 陽平, 重川 周, 吉田 之範, 亀田 誠

クルミおよびカシューナッツアレルギーにおけるJug r1およ
びAna o3特異的IgE抗体価の有用性

日本小児アレルギー学会誌 2019 33巻(4号)550 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2020254158 〇
455 医中誌 2020254156 海老澤 元宏, 杉崎 千鶴子, 朴 善美, 轡田 和子, 柳田 紀之, 佐藤 さくら クルミとカシューアレルギーの増加とその背景 日本小児アレルギー学会誌 2019 33巻(4号)549 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2020254156 〇

456 医中誌 2020134975 佐藤 さくら, 福家 辰樹, 伊藤 浩明, 今井 孝成, 近藤 康人, 北林 耐, 長尾 みづほ, 増本 夏子, 海老澤 元宏
クルミアレルギー診断におけるアレルゲンコンポーネント
Jug r 1特異的IgE抗体測定の有用性

日本小児アレルギー学会誌 2019 33巻(5号)692-701 10.3388/jspaci.33.692 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2020134975 〇

【目的】クルミアレルギー診断におけるJug r 1特異的IgE抗体検査の有用性を検討する。【方法】8施設にてクルミ粗抗原特
異的IgE抗体陽性でクルミアレルギーが疑われた症例を対象に、イムノキャップ法にてJug r 1およびJug r 3の特異的IgE抗体
を測定し、ROC解析を用いて診断有用性を検討した。【結果】対象は144例(クルミアレルギー98例、非クルミアレルギー46
例)で年齢中央値は6歳であった。クルミアレルギーではクルミ粗抗原およびJug r 1特異的IgE抗体価が有意に高く、area
under the curveはJug r 1が0.858、クルミ粗抗原が0.787、Jug r 3が0.284であった。Jug r 1特異的IgE抗体価では0.98UA/mL
の時に95%陽性的中率が得られ、感度78.6%、特異度91.3%であった。【結語】クルミアレルギー疑い症例においてJug r 1特
異的IgE抗体検査は診断に有用である。(著者抄録)

457 医中誌 2019136882
土屋 宏人, 戸張 公貴, 白井 沙良子, 河原 智樹, 上村 義季, 千葉 瑞希, 千葉 悠太, 小澤 亮, 藤原 摩耶, 鹿島 京子,
勝盛 宏

当院におけるクルミ経口負荷試験10例の検討 日本小児アレルギー学会誌 2018 32巻(3号)587 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2019136882 〇
458 医中誌 2019136747 奥井 秀由起, 長門 直香[伊藤], 鈴木 修一, 佐藤 一樹, 松浦 朋子, 渡辺 博子

食物アレルギー経口負荷試験　ナッツ類アレルギーにおける
食物経口負荷試験の意義

日本小児アレルギー学会誌 2018 32巻(3号)518 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2019136747 〇
459 医中誌 2017104310 山本 幹太, 佐藤 さくら, 高橋 亨平, 浅海 智之, 小倉 聖剛, 真部 哲治, 柳田 紀之, 海老澤 元宏 クルミアレルギー73例の10歳までの自然歴の検討 日本小児アレルギー学会誌 2016 30巻(3号)490 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2017104310 〇
460 医中誌 2016123105 西庄 佐恵 クルミによる食物依存性運動誘発アナフィラキシーの一例 日本小児アレルギー学会誌 2015 29巻(5号)742 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2016123105 ×
461 医中誌 2015100588 北林 耐, 足立 満 ナッツアレルギーにおけるアレルゲンコンポーネントの検討 日本小児アレルギー学会誌 2014 28巻(4号)672 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2015100588 〇
462 医中誌 2015100574

岡田 悠, 柳田 紀之, 佐藤 さくら, 小川 絢子, 小倉 香奈子, 永倉 顕一, 江村 重仁, 浅海 智之, 海野 浩寿, 真部 哲治,
小倉 聖剛, 飯倉 克人, 海老澤 元宏

複数のナッツ類を同時摂取する経口免疫療法を1年間施行し
た食物アレルギーの1例(第2報)

日本小児アレルギー学会誌 2014 28巻(4号)665 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2015100574 ×
463 医中誌 2015100569

山本 幹太, 佐藤 さくら, 柳田 紀之, 小川 絢子, 小倉 香奈子, 高橋 亨平, 永倉 顕一, 江村 重仁, 浅海 智之, 岡田 悠,
小倉 聖剛, 飯倉 克人, 海老澤 元宏

クルミ経口負荷試験61例の検討 日本小児アレルギー学会誌 2014 28巻(4号)662 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2015100569 〇

464 医中誌 2015100509
橋本 みゆき, 夏目 統, 齋藤 麻耶子, 近藤 麻伊, 千葉 剛史, 小室 久子, 元 亜紀, 森田 久美子, 山本 貴和子, 二村 昌
樹, 須田 友子, 野村 伊知郎, 成田 雅美, 大矢 幸弘

食物アレルギー　ピーナッツ、クルミ、カシューナッツアレ
ルギーにおける特異的IgE抗体価と皮膚プリックテストの診
断的有用性の検討

日本小児アレルギー学会誌 2014 28巻(4号)631 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2015100509 〇

465 医中誌 2012034388 Lee Jeong-Min, Lee Kang-Gyoon, Kim Eun-Jin, Lee Soo-Young
乳幼児におけるくるみアレルギー　韓国の1大学病院におけ
る2年間の経験から

日本小児アレルギー学会誌 2011 25巻(3号)625 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2012034388 ×
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466 医中誌 2011164470 Lee Soo-Young
小児におけるピーナッツやその他の植物に対する食物アレル
ギー

日本小児アレルギー学会誌 2010 24巻(4号)482-483 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011164470 ×
467 医中誌 2024056585 竹田 悠佳, 安藤 真有, 石綿 翔, 宗像 未来, 嶋 恵理子, 増山 郁, 佐久間 弘子, 加藤 一夫, 鈴木 奈緒子 当院のクルミ経口負荷試験16例の検討 日本小児科学会雑誌 2023 127巻(10号)1351 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024056585 〇
468 医中誌 2024029743 迫 貴文, 今給黎 亮, 小木曽 文乃, 玉田 泉, 堀之内 健一, 島子 敦史

不十分な固定によりエピペン使用時に大腿切創を来した4歳
男児

日本小児科学会雑誌 2023 127巻(9号)1239 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024029743 ×
469 医中誌 2024029726 片桐 崇将, 羽根田 泰宏, 川野 早紀子, 小池 大輔, 平出 智裕, 金井 理恵 当院におけるクルミアレルギーの実態 日本小児科学会雑誌 2023

127巻(9号)1236-
1237

http://search.jamas.or.jp/link/ui/2024029726 〇
470 医中誌 2023251079

濱田 匡章, 中野 智巳, 道之前 八重, 井崎 和史, 豊川 富子, 木村 幸嗣, 吉川 侑子, 佐々木 彩, 川崎 有輝, 久保 昴司,
南部 優志, 田中 一郎

クルミアレルギー急増に対する小児科医師の求められる役割 日本小児科学会雑誌 2023 127巻(7号)986 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023251079 ×

471 医中誌 2023099424 武田 真梨子, 曽川 一幸, 佐藤 純一, 下条 直樹
どんぐりでアナフィラキシーを来したナッツアレルギーの児
における交差アレルゲン解析

日本小児科学会雑誌 2023 127巻(1号)16-21 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023099424 ×

症例は5歳男児で、顔面浮腫、咳嗽、傾眠を主訴とした。どんぐりを茹でた実を4粒食べ1時間後より症状が出現し、エピペン
を筋注後救急搬送された。来院時の症状は改善傾向にあり、抗ヒスタミン薬、ヒドロコルチゾン点滴静注により経過良好に
て翌日退院した。患者はカシューナッツ・クルミにアレルギーを有していたため1年後の同時期にプリックテストを施行し、
9月に採取し加熱処理したどんぐりでは陽性所見は得られなかったが、10月に採取したどんぐりでは非加熱・加熱ともにプ
リックテスト陽性であった。さらに上記の9月および10月に採取したどんぐりと児の血清を用いたイムノブロット法によるア
レルゲン分析とアミノ酸同定分析により、どんぐりとカシューナッツ、クルミとの間でアレルゲンと示唆される共通の構造
をもつIgE結合タンパクRF34を同定した。ナッツアレルギー既往のある児の場合、どんぐりの摂取には注意が必要である。

472 医中誌 2022172692 緒方 美佳, 平井 奈美, 久嶋 史枝, 坂本 理恵子, 水上 智之 クルミアレルギーを主訴に受診した13歳の喘息例 日本小児科学会雑誌 2022 126巻(4号)712-713 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022172692 ×
473 医中誌 2022172669 村下 百音, 松薗 優, 橋本 佳帆子, 工藤 絵理子, 山崎 健史, 伊藤 智城, 畠山 欣也, 佐野 仁美, 竹崎 俊一郎

ナッツ全般の完全除去を回避できたクルミ・カシューナッツ
アレルギー

日本小児科学会雑誌 2022 126巻(4号)708 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022172669 ×
474 医中誌 2022152959 土井 圭, 百々 菜月, 田中 裕也 当院におけるクルミ負荷試験の検討 日本小児科学会雑誌 2022 126巻(3号)548 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022152959 ×
475 医中誌 2017319910 足立 陽子, 伊藤 靖典, 和田 拓也, 中林 玄一, 板澤 寿子, 足立 雄一

プリックテストで原因を確定できたナッツアナフィラキシー
の2症例

日本小児難治喘息・アレルギー疾患
学会誌

2017 15巻(2号)262 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2017319910 ×
476 医中誌 2015287341 細江 慎吾, 小林 智晴

児童精神科入院中の食物アレルギー児の誤食をきっかけに関
わった一症例

日本小児難治喘息・アレルギー疾患
学会誌

2015 13巻(2号)156 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2015287341 ×

477 医中誌 2023267737 北村 勝誠, 松井 照明, 高里 良宏, 杉浦 至郎, 伊藤 浩明
鶏卵、牛乳、小麦感作のある0-2歳児におけるJug r 1特異的
IgE抗体価陽性率の検討

日本小児臨床アレルギー学会誌 2023 21巻(2号)225 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023267737 〇

小児205例（うち男児125例）のJug r 1特異的IgE陽性率（レベル＞0.34 kUA/L）は9.8％で、検査結果が陽性であった患者の
Jug r 1特異的IgEレベルの中央値は12.5 kUA/Lであった。湿疹は119例（58％）に認められた。Jug r 1特異的IgE陽性率は、
湿疹陽性群（15.1％［119例中18例］）では湿疹陰性群（2.3％［86例中2例］）よりも有意に高かった（P = 0.002）。湿疹
陽性群では、感作抗原あたりのJug r 1特異的IgE陽性率は、卵で13.7％、牛乳で17.0％、小麦で17.1％であった。Jug r 1特異
的IgE陽性率は、重症湿疹群（26.6％［64例中17例］）では、非重症湿疹群（1.8％［55例中1例］）よりも有意に高かった
（P < 0.001）。

478 医中誌 2023122125 長柄 俊佑, 反中 絵美, 臼井 新治, 川尻 美和, 山岸 篤至
学校給食で初めて摂取した食材によるアナフィラキシーの予
防　高山市の取り組み

日本小児臨床アレルギー学会誌 2022 20巻(3号)267-270 http://search.jamas.or.jp/link/ui/2023122125 〇

【背景】学校給食は、安全性を最優先としている。しかし、学校給食で初めて食した物に反応する事例が少なからずある。
【目的】学校給食で初めて摂取した食材によるアナフィラキシーの予防を目的とした。【方法1】2016年1月から2020年12月
の期間に、当院を受診した児のうち、学校給食で初めて摂取した食材でアナフィラキシーを認めた症例のアレルギー発症時
の状況等について、診療録をもとに後方視的に検討した。【方法2】飛騨医療圏にある11ヶ所の給食センターに、未提供食
材の現状調査をした。【方法3】学校給食で初めて摂取する食材に対する対応を、高山市教育委員会と検討した。【結果1】
対象は5例で、原因食材はカシューナッツ3例、クルミ2例であった。【結果2】食材提供しない施設の割合は、ソバは100%、
クルミは63%であり、カシューナッツは全施設で提供されていた。【結果3】小学校入学前に、未摂取食材の有無のアンケー
ト調査を行い、未摂取食材のある場合のプロトコールを医師会の協力のもと作成した。(著者抄録)

479 医中誌 2022234663 本多 愛子, 今井 孝成, 大川 恵, 高木 俊敬, 渡邊 優, 岡田 祐樹, 神谷 太郎
くるみアレルギーに対する舌下・経口併用免疫療法の有効
性・安全性の検討

日本小児臨床アレルギー学会誌 2022 20巻(2号)212 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022234663 ×
480 医中誌 2022234602 宮里 奈々枝, 近藤 幸祐, 新里 奈央, 雨積 涼子, 酒井 一徳, 比嘉 千明, 尾辻 健太

クルミのダブルブラインド法による食物経口負荷試験へ向け
た栄養士の取り組み

日本小児臨床アレルギー学会誌 2022 20巻(2号)182 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022234602 ×
481 医中誌 2021205979

杉岡 ふみ子, 堀田 胡桃, 奥田 莉乃, 先東 見七海, 伊保 知果, 濱田 瑠璃, 脇谷 季子, 樋口 愛奈, 尾西 加奈子, 大山
笑加, 赤沢 尚美, 田中 由起子

食物経口負荷試験を受ける患児の栄養摂取状況についての一
考

日本小児臨床アレルギー学会誌 2021 19巻(2号)188 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021205979 ×

482 医中誌 2022026073 重田 大輔, 八木 久子, 滝沢 琢己
セルフケアからアプローチする小児アレルギー疾患の薬物療
法指導～エデュケーターの役割～　小児アレルギーエデュ
ケーターによる薬物療法指導　症例を通して

日本小児臨床薬理学会雑誌 2021 34巻(1号)86-90 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022026073 ×

小児アレルギー診療において、喘息の吸入指導や食物アレルギーにおけるアドレナリン自己注射の注射指導等の薬物療法指
導は、治療効果に直結するため重要である。本稿では喘息の吸入指導やアドレナリンの注射指導、アトピー性皮膚炎のスキ
ンケア等に関して指導の成功例や不成功例、他院で指導しておらず当院で指導を行った例など7症例を提示し、具体例を通し
て当院のアレルギーエデュケーターの指導の実際や医師との連携について説明する。それとともにPAEによる指導が伴うこ
とにより、診療の質の向上(医師の診療時間の短縮、個々に合わせた細やかな指導の実現、患者・患者家族の疾患に対する理
解の向上、アドヒアランスの向上)や質の高いチーム医療、地域との連携といった指導の有用性の点と、丁寧な指導には時間
がかかることやアレルギー専従でないため他の業務との兼ね合いの問題や指導料がとれないといった課題についても述べ
る。(著者抄録)

483 医中誌 2022110547
尾松 梨沙, 中野 佳子, 浅野 陽一, 芝田 くるみ, 山崎 由希, 黄 莉媛, 永田 健, 村田 雅樹, 村井 克行, 下釜 翼, 太田
義之, 江坂 直樹, 岩本 諭, 水本 吉則, 宮本 心一

ACE阻害薬により惹起された小腸血管性浮腫の一例
日本消化器病学会近畿支部例会プロ
グラム・抄録集

2022 116回()108 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022110547 ×
484 医中誌 2021370361

山崎 由希, 村田 雅樹, 太田 義之, 下釜 翼, 浅野 陽一, 尾松 里沙, 芝田 くるみ, 黄 莉媛, 永田 健, 村井 克行, 中野
佳子, 江坂 直樹, 岩本 諭, 水本 吉則, 宮本 心一

十二指腸組織免疫染色によって診断し得た、紫斑を伴わない
高齢者IgA血管炎の1例

日本消化器病学会近畿支部例会プロ
グラム・抄録集

2021 115回()103 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021370361 ×

485 医中誌 2022127433 荻原 諒平, 菓 裕貴, 吉田 由紀奈, 橋本 健志, 紙谷 悠, 池淵 雄一郎, 吉田 亮, 河口 剛一郎, 八島 一夫, 磯本 一 小腸病変と大腸病変で異なる経過を呈したIgA血管炎の1例
日本消化器病学会中国支部例会・日
本消化器内視鏡学会中国支部例会プ
ログラム・抄録集

2021 116回・127回()98 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022127433 ×

486 医中誌 2024083874 安達 玲子, 爲廣 紀正, 甲斐 明美, 吉田 建介, 穐山 浩, 柴田 識人, 近藤 一成
特定原材料くるみに対する特異的定量及び定性検査法の妥当
性評価

日本食品衛生学会学術講演会講演要
旨集

2023 119回()48 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024083874 ×

487 医中誌 2023219614 沖嶋 直子, 河合 京香, 小林 久留実, 鶴田 和海 日本産リンゴにおけるMal d 1定量結果 日本食品化学学会誌 2023 30巻(1号)45299 10.18891/jjfcs.30.1_1 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023219614 ×

日本においてはシラカンバ、ハンノキ花粉症に伴う花粉-食物アレルギー症候群(PFAS)が問題となりつつあり、その主要ア
レルゲンコンポーネントであるMal d 1低発現リンゴ品種を見出すことが必要である。著者らは日本産リンゴ28品種における
Mal d 1 mRNAの相対定量を行い、Mal d低発現品種を複数見出し報告した。しかしながら、Mal d 1を含むアレルゲンの多
くはタンパク質として機能するため、Mal d 1タンパク質の定量が必要であった。そこで今回、Mal d 1タンパク質を定量す
るELISAを構築し、長野県産リンゴを試料として定量した。Mal d 1の抽出においては複数報告されていた抽出バッファーの
組成を検討した。その結果、1mol/Lショ糖、2%ポリビニルポリピロリドン、2mmol/L EDTA、1mmol/Lジエチルジチオカ
ルバミン酸を用いると抽出効率が良く、かつサンプル間の抽出効率のばらつきも少ないことを明らかにした。この方法で長
野県産リンゴ26品種を抽出および定量した結果、サンふじと比較してMal d 1が有意に低い品種を24品種見出した。これらは
日本における低アレルゲン性リンゴの候補である。(著者抄録)

488 医中誌 2019237654 大西 智和, 千葉 紀香, 松口 徹也, 久留 光博, 榮樂 菜保子, スバン・アミル
ケラチノサイトにおける紫外線B波長によるインターフェロ
ンγ反応性の阻害はERストレスを介する

日本生化学会大会プログラム・講演
要旨集

2018 91回()[1P-026] https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019237654 ×
489 医中誌 2014126521 目片 英治, 清水 智治, 園田 寛道, 太田 裕之, 塩見 尚礼, 仲 成幸, 村田 聡, 山本 寛, 遠藤 善裕, 来見 良誠, 谷 徹 大腸癌におけるバイオマーカーとしての粘液形質 日本大腸肛門病学会雑誌 2014 67巻(3号)241 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2014126521 ×
490 医中誌 2019379885

本間 文佳, 山崎 修, 和気 快斗, 飯野 理沙, 小林 沙和子, 西山 ゆり, 浅子 来美, 新井 繁幸, 目良 純一郎, 内田 俊也,
河野 肇, 藤垣 嘉秀, 柴田 茂

多剤に対する薬剤アレルギーのある成人発症Still病に血漿交
換が奏功した1例

日本透析医学会雑誌 2019 52巻(Suppl.1)488 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2019379885 ×

491 医中誌 1987036718 堀 俊彦, 大山 碩也, 神辺 譲
〔農業アレルギーに関する研究〕外来統計からみた長野県農
村地帯のアレルギー性疾患の現状

日本農村医学会雑誌 1986 35巻(1号)45550 10.2185/jjrm.35.9 https://search.jamas.or.jp/link/ui/1987036718 ×

昭和52年より7年間のアレルギー科の年平均外来初診患者数は445名,総患者数3,652名で,共に調査期間を通じてほぼ一定で
あった.疾患別では,アレルギー性鼻炎の占める割合が年とともに増加傾向を示した.他方じん麻疹,アトピー性皮膚炎,接触性皮
膚炎などの皮膚疾患はやや減少傾向を示した.アレルギー性鼻炎増加の主因は花粉症患者の増加によるものと考えられ,その主
な原因花粉としては,樹木花粉ではスギ,シラカバ,クルミ,牧草花粉ではカモガヤ,オオアワガエリ,雑草花粉ではヨモギ,ブタク
サ,アキノキリンソウなどがあげられた.気管支喘息の患者数は年度によりかなり増減が大きかった.患者の大部分は小児期に
発症した者で,主因はダニ及びハウスダストであり,真菌類の感作例は減少傾向を示した.食物性アレルギーがやや増加しつつあ
り,その中では卵白,牛乳についでダイズ,ソバなどが主要な原因であった.農業に直接ないし間接的に関連したアレルギー性疾
患は花粉症5種,気管支喘息3種が認められた.中でも人工授粉作業によるリンゴ及びナシ花粉症が注目された

492 医中誌 2007150553 中村 恵理, 合田 正俊, 谷口 裕子
ワサビ、クルミによるアナフィラキシーの1例　バナナによ
るOral Allergy Syndrome(OAS)を伴ったラテックスアレル
ギー疑診例

日本皮膚アレルギー学会雑誌 2006 14巻(2号)103-107 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007150553 ×

28歳女性、20歳より看護師として手術室勤務を始めて数ヵ月後より医療用ラテックス手袋を着用すると膨疹、流涙、眼球結
膜充血を生じるようになった。その後、婦人科内診の数分後より、顔面浮腫、動悸を生じたことが2度あり。5年前に生ワサ
ビやクルミの入った食品を食べた後、顔面腫脹、呼吸困難、動悸、血圧低下、下腹部痛を生じたことあり。その後、バナ
ナ、パイナップルを食べると、口腔内違和感も自覚するようになった。平成15年1月精査目的で当科受診。ラテックス特異
IgE抗体はCAP-FEIA class2。プリックテストで、ワサビ、クルミ、バナナが陽性であった。ワサビ、クルミアレルギー患者
は自験例を含めアナフィラキシーを生じることが多く、注意が必要である。(著者抄録)

493 医中誌 2006072712 伊藤 幸恵, 籏持 淳, 栗原 利之, 山崎 雙次 エテンザミドによる多発性固定薬疹の1例 日本皮膚アレルギー学会雑誌 2005 13巻(3号)134-137 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2006072712 ×

32歳,男性.感冒症状に対して市販薬のプレコールS顆粒を内服したところ約半日後より,上口唇,臀部,亀頭部に紅斑,びらんが出
現したため近医内科より当科を紹介された.同年5月にも同様のエピソードがあった.初診時現症は右側上口唇に爪甲大の色素
沈着を伴う紅斑を認め,右臀部に母指爪甲大からクルミ大の比較的境界明瞭で,鱗屑と中心部にびらんを伴う褐色色素斑を3ケ
認めた.また,亀頭部先端に紅斑,びらんがみられた.臀部の皮疹部と無疹部にプレコールS顆粒およびその成分であるアセトア
ミノフェン,エテンザミドのパッチテストをそれぞれ施行したが,結果はすべて陰性であった.内服誘発試験をアセトアミノ
フェン,エテンザミドで1/10回量,1/3回量,1回量の順に施行したところ,エテンザミド1/10回量内服にて前回の色素沈着部に紅
斑を認め,エテンザミドによる多発性固定薬疹と診断した(著者抄録)
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494 医中誌 2006072710 角田 孝修, 舛 貴志, 加賀谷 早織 クルミによる即時型アレルギーの1例 日本皮膚アレルギー学会雑誌 2005 13巻(3号)125-128 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2006072710 ×
症例:31歳,男性.20歳からクルミを食べてすぐにのどが痒く,顔が赤くなることが何回かあった.今回はクルミ揚げを食べすぐ吐
いたが,口腔と咽頭に発赤と浮腫(口腔アレルギー症候群)がみられ,全身に発赤と所々に膨疹もみられた.特異的IgEクラスはク
ルミ2,ピーナッツ,クルミ属花粉,ハンノキ属花粉は0であり,クルミのプリックテストは4+であった(著者抄録)

495 医中誌 2007078953 野呂 佐知子, 山西 貴仁, 藤本 和久, 川名 誠司 くるみによるOral Allergy Syndromeの1例
日本皮膚アレルギー学会総会・日本
接触皮膚炎学会総会合同学術大会プ
ログラム・抄録集

2006 36回・31回()136 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007078953 ×

496 医中誌 2022225225 宮内 一成, 藤井 一恭, 指宿 敦子, 久留 光博, 野元 裕輔, 金蔵 拓郎 デュピルマブで顕在化した菌状息肉症の1例
日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会プロ
グラム・抄録集

2021 37回()159 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022225225 ×
497 医中誌 2024260286 佐藤 さくら ナッツ類アレルギー 日本皮膚科学会雑誌 2024 134巻(5号)1357 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024260286 ×
498 医中誌 2023154730 秦野 暢子, 烏山 来未, 庄田 裕紀子

薬剤性過敏症症候群(DIHS)の経過中に進行性多巣性白質脳
症(PML)を発症した1例

日本皮膚科学会雑誌 2023 133巻(3号)502 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023154730 ×
499 医中誌 2023006678 松崎 公瑠美, 田中 敬子, 南 圭人, 三井 広 鹿上皮アレルギーの1例 日本皮膚科学会雑誌 2022 132巻(11号)2541 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023006678 ×
500 医中誌 2020240566 松崎 公瑠美, 小中 美咲, 長谷部 涼, 大沼 毅紘, 佐野 信也, 小川 陽一, 三井 広, 島田 眞路, 川村 龍吉

亜急性の経過でStevens-Johnson症候群様の全身性紅斑と口
唇・口腔内びらんを呈したSLEの1例

日本皮膚科学会雑誌 2020 130巻(1号)71 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020240566 ×
501 医中誌 2010160268 久留 光博, 内宮 礼嗣, 岩谷 徳子, 大山 公崇, 河井 一浩, 金蔵 拓郎

5%マルトース加乳酸リンゲル液(ポタコールR)で誘発された
蕁麻疹型薬疹の1例

日本皮膚科学会雑誌 2010 120巻(3号)682 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2010160268 ×
502 医中誌 2007276631 安藤 典子, 宮原 藍子 Oral allergy syndrome(OAS)の4例 日本皮膚科学会雑誌 2007 117巻(8号)1333 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007276631 ×
503 医中誌 2005281332 原田 晋, 吉崎 仁胤, 河崎 由真 スパイスアレルギーの1例 日本皮膚科学会雑誌 2005

115巻(9号)1358-
1359

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2005281332 ×
504 医中誌 2004185472 中村 恵理, 合田 正俊, 谷口 裕子

ワサビ,クルミによるアナフィラキシーを伴ったラテックスア
レルギーの1例

日本皮膚科学会雑誌 2004 114巻(3号)645 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2004185472 ×
505 医中誌 2003201264 長井 秀明, 王生 淳子, 杉山 博子, 玉田 康彦, 松本 義也 Sjoegren症候群に生じた蕁麻疹様血管炎の1例 日本皮膚科学会雑誌 2003 113巻(2号)186 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2003201264 ×
506 医中誌 2003007655 野尻 万紀子, 佐藤 紘為, 王生 淳子, 橋本 隆, 玉田 康彦, 松本 義也, 野口 宏 慢性腎不全患者に発症したTENの1例 日本皮膚科学会雑誌 2002 112巻(7号)1014 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2003007655 ×
507 医中誌 1998011019 中島 知賀子, 他 胡桃アレルギーの1例 日本皮膚科学会雑誌 1997 107巻(8号)1013 https://search.jamas.or.jp/link/ui/1998011019 ×

508 医中誌 2021052918 原田 晋, 森山 達哉, 太田 國隆
ピーナッツやクルミとの交差反応が疑われたゴマによるアナ
フィラキシーの1例

日本皮膚免疫アレルギー学会雑誌 2020 3巻(3号)456-463 10.18934/jscia.3.3_456 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021052918 ×

症例は20歳男性で、主訴はブロッコリーのゴマ和え摂取後およびクルミ入り餅摂取後のアナフィラキシー症状。アドレナリ
ン筋注、ステロイド点滴などにより1日で症状は緩和した。2歳時より数回ピーナッツ摂取後にアナフィラキシー症状の既往
があり、ピーナッツ、ゴマ、クルミの特異的IgEおよびプリックテストがすべて陽性であったため、ピーナッツ、ゴマ、クル
ミによるアレルギーを併発していると診断した。ELISA試験では健常人と比較してピーナッツで有意な強いIgE結合を認め、
ピーナッツに対する強い感作が生じていると考えられた。阻害ELISA試験の結果から、ピーナッツに対するIgE結合はクルミ
で阻害されなかったが、ゴマに対するIgE結合はクルミで一部阻害されたため、クルミとゴマとの間には交差反応性が存在し
ている可能性がある。

509 医中誌 2023051306 松崎 公瑠美, 南 圭人, 三井 広, 川村 龍吉, 田中 敬子 鹿狩猟者に発症した鹿上皮アレルギーの1例
日本皮膚免疫アレルギー学会総会学
術大会プログラム・抄録集

2022 52回()184 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023051306 ×
510 医中誌 2024125886

仲吉 朝基, 佐藤 祐, 岩瀬 翔, 王 謙之, 大澤 伸, 千本松 梨奈, 政谷 薫, 織原 梓, 保浦 修裕, 中西 貴大, 竹内 結, 米
倉 宏昭, 三島 就子, 九鬼 隆家, 綿貫 聡, 村田 研吾

ゴマアレルギーの合併が疑われたクルミアレルギーの一例 日本病院総合診療医学会雑誌 2023 19巻(臨増1)179 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2024125886 ×
511 医中誌 2022255761 関 来未, 田中 伴典, 奥寺 康司, 財前 圭晃, 加島 志郎, 功刀 しのぶ, 齊藤 涼子, 蛇澤 晶, 福岡 順也 過敏性肺炎における気道中心性線維化(ACF)の一致度 日本病理学会会誌 2022 111巻(1号)322 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022255761 ×
512 医中誌 2021240375 関 来未, 原田 俊介, 吉田 聡, 吉村 雅代, ムンフデルゲル・ジジゲー , 福岡 順也

Airway centered interstitial fibrosis　病理医による認識のず
れ

日本病理学会会誌 2021 110巻(1号)293 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021240375 ×
513 医中誌 2020353393 周 文華, 神原 敏光, 升田 一志, 片岡 志津子, 水谷 健二, 田中 治, 小澤 光一郎, 升島 努, 笠井 良次, 山崎 和男

中国産クルミ科植物黄杞(コウキ)葉の抗アレルギー作用につ
いて

日本薬学会年会要旨集 1995 115年会(2号)194 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020353393 ×
514 医中誌 2004073779 田畑 貴久, 橋本 博之, 遠藤 善裕, 来見 良誠, 阿部 元, 仲 成幸, 花澤 一芳, 谷 徹

ヨード系造影剤アレルギーを有したため,MRIガイド下に
MCTにて凝固療法を施行した再発HCCの1例

日本臨床外科学会雑誌 2003 64巻(増刊)680 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2004073779 ×

515 医中誌 1991054721 東 禹彦, 磯ノ上 正明, 硲野 哲 食物アレルギーの14例 皮膚 1990 32巻(Suppl.8)42-49 https://search.jamas.or.jp/link/ui/1991054721 ×

食物との接触による皮膚炎6例と食物の摂取による蕁麻疹様紅斑を生じた2例と蕁麻疹ないしは血管浮腫を生じた6例.接触原
としてはトマト,レタス,サニーレタス,ニンジン,エビ,キュウリ,ハッサク,ホウレンソウなどであった.手の接触皮膚炎における
接触原として食物も重視すべきことを強調した.また,検査法についても延べた.食物の摂取により皮疹を生じた8例中珍しい原
因としてクルミ,ブロッコリー,菜の花があった.皮内反応やスクラッチテスト,プリックテストで陰性のときやそれらを実施し
難いときに,乱切貼布試験が有用であった

516 医中誌 2023028116 平井 由花, 鈴木 茉莉恵, 武井 華子, 荻原 麻里, 岩橋 ゆりこ, 伊藤 雄太, 中田 土起丈
アルコール性慢性膵炎に合併した皮下結節性脂肪壊死症の1
例

皮膚の科学 2022 21巻(3号)226-230 10.11340/skinresearch.21.3_226 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2023028116 ×

57歳,男性。3年前からアルコール性慢性膵炎,肝硬変にて内科に通院していたが,飲酒は継続し膵炎の増悪を繰り返していた。
6週間前に右下腿に,遅れて左下腿に紅斑が出現,2週間前より増数し圧痛を認めるようになった。両側下腿に示指頭大からクル
ミ大までの硬結を伴う紅斑が散在性に多発し,右下腿では紫斑を混じていた。臨床検査では炎症反応の軽度上昇とアミラーゼ,
リパーゼの異常高値を認めた。病理組織学的には皮下脂肪組織上層の密な炎症細胞浸潤,下層の変性,壊死,ghost-like cellが認
められた。以上の所見より皮下結節性脂肪壊死症と診断した。皮疹は膵炎の改善とともに無治療で消退した。本症の既報告
例を検討したところ,性別では男性に若干多く,全例で下腿に皮疹を認めた。合併する膵疾患は急性膵炎,原発性膵癌,慢性膵炎
で9割以上を占めていた。診断には皮疹の病理組織学的検討とリパーゼの測定が有用であった。臨床経過では61.7%で皮疹が
膵疾患に先行して認められていることから,本症の診断を確定することによって膵炎に対する治療をより早期に開始すること
が可能になると考えられる。したがって,発症頻度は極めて稀ではあるが,本症は常に念頭におくべき疾患と言うことができ
る。(著者抄録)

517 医中誌 2013270980 溝口 奈穂, 亀井 利沙, 中井 大介, 松本 考平, 池上 隆太 クルミによる食物依存性運動誘発アナフィラキシーの1例 皮膚の科学 2012 11巻(6号)554-555 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2013270980 ×

518 医中誌 2020134177 神崎 美玲, 黒田 わか
【蕁麻疹・痒疹】バターチキンカレーパンの誤食によりアナ
フィラキシーを生じたナッツアレルギーの1例

皮膚科の臨床 2019
61巻(13号)1948-
1949

10.18888/hi.0000001709 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020134177 ×

症例は21歳男性で、小学生の頃、クルミを摂取後に口腔内の違和感、呼吸困難感、膨疹が出現し、クルミアレルギーを自覚
していた。その後、カシューナッツでも同様の症状をきたすようになり、中学生以降はクルミとカシューナッツの摂取を控
えていた。2ヵ月前、バターチキンカレーパンとビーフカレーパンを食べたところ、直後より喉の違和感を自覚し、体幹・四
肢の膨疹、腹痛、息苦しさが出現した。翌日には自然軽快したが、後日精査のため当科を受診した。臨床検査所見と皮膚テ
ストの結果から、クルミ、カシューナッツ、ピスタチオに対するアレルギーと診断した。バターチキンカレーパンには1個あ
たり2.2g(約1.5粒相当)のカシューナッツ粉末が使用されていたことが判明し、誤食によりアナフィラキシーをきたしたもの
と考えられた。

519 医中誌 2020034398 大原 香子 くるみアレルギーの1例 皮膚科の臨床 2019
61巻(9号)1456-
1457

10.18888/hi.0000001558 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2020034398 ×

1歳10ヵ月、女児。くるみ餡の団子を一口食べた5分後から顔面の腫脹が出現したため、30分後に当科を受診となった。受診
時、左上眼瞼と口唇の腫脹が著明であり、臨床経過からくるみアレルギーによる血管浮腫と考え、d-クロルフェニラミンマ
レイン酸塩・ベタメタゾン配合シロップ、レボセチリジン塩酸塩シロップを内服させた。その結果、内服20分後には眼瞼の
腫脹が軽快傾向を示し、全身症状良好のため同2剤を処方し帰宅させた。尚、約2ヵ月後のプリックテストでは、くるみアレ
ルギーの診断が確定した。

520 医中誌 2000035446 福永 淳, 鷲尾 文郎, 林 一弘, 原田 晋, 堀川 達弥, 市橋 正光
クルミによるFood-Dependent Exercise-Induced
Anaphylaxis(FDEIA)の1例

皮膚科の臨床 1999
41巻(9号)1537-
1539

https://search.jamas.or.jp/link/ui/2000035446 ×

521 医中誌 1998032069 中島 知賀子, 青木 見佳子, 矢島 純, 他 食物アレルギー　くるみアレルギーの1例 皮膚科の臨床 1997
39巻(9号)1355-
1358

https://search.jamas.or.jp/link/ui/1998032069 ×
くるみアレルギーの27歳男.学童期よりくるみを摂取後に口唇の腫脹,嘔気,蕁麻疹が出現していた.昼食に市販の弁当を食べ,30
分後に眩暈,嘔気,嘔吐,下痢が出現した.弁当にくるみのあえものが入っており,プリックテストで陽性反応を認めた.同じくるみ
亜科に属するペカンでもプリックテストで陽性であった

522 医中誌 2015129084 久留 光博, 三好 逸男 【関節痛と皮膚疾患】臨床例　急性汎発性膿疱性細菌疹 皮膚病診療 2015 37巻(2号)123-126 10.24733/J01268.2015129084 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2015129084 ×
＜症例のポイント＞心膜炎を合併する急性汎発性膿疱性細菌疹(acute generalized pustular bacterid、以下、AGPB)を経験し
た。抗菌薬投与で軽快したものの一部症状が遷延したため、副腎皮質ステロイド薬内服の併用と感染病巣と考えられる口蓋
扁桃の摘出で改善した。溶連菌感染に伴うAGPBでは、まれであるものの、心膜炎の合併に注意が必要である。(著者抄録)

523 医中誌 2011213902 花田 美穂, 藤野 裕美, 赤坂 俊英
【皮膚のIgEアレルギー】<臨床例>クルミによるoral allergy
syndrome

皮膚病診療 2011 33巻(5号)529-530 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2011213902 ×
＜症例のポイント＞・クルミによるoral allergy syndrome(OAS)でアナフィラキシーを呈した症例があった。・ナッツ類の適
切な抗原回避指導を行うためには、皮膚プリックテスト、臨床症状、血液検査より総合的に診断する必要がある。・クルミ
アレルギーの患者ではペカンに潜在的に症状を有する可能性があり、ペカンに対する啓発が必要である。(著者抄録)

524 医中誌 2009325932 山下 純史, 廣本 敦子, 松永 亜紀子, 皿山 泰子, 清水 秀樹
【腫瘍随伴性皮膚疾患】臨床例　膵癌に伴う皮下結節性脂肪
壊死症

皮膚病診療 2009 31巻(7号)835-838 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2009325932 ×

82歳男性。患者は四肢に硬結および圧痛を伴う紅斑が出現し、受診となった。入院時、両下肢ならびに左手背、左足部に発
赤・腫脹が認められ、拇指頭大からクルミ大までの紅斑が散在し、皮疹の下床に圧痛を伴う硬結がみられた。また、左手背
の紅斑からの生検では皮下脂肪組織の線維性中隔を中心に好中球主体の炎症細胞浸潤が認められた。以上より、結節性紅斑
として加療するも皮疹は右肘関節、右拇指DIP関節、左足背にも増加し、潰瘍が出現した。そこで、再度の左足背の潰瘍を
伴う紅斑からの生検を行ったところ、皮下脂肪組織全体の著明な炎症細胞浸潤、脂肪細胞の巣状壊死が確認され、脂肪織内
に類円形の細胞膜を有し、無構造で核の消失したghost-like fat cellも認められた。更に血液検査では膵酵素の上昇、造影CT
では膵腫瘍がみられ、膵癌に伴う結節性脂肪壊死症と診断され、膵癌は末期のため対症療法とし、皮疹はメシル酸カモス
タットの内服を行い、一時改善したものの再び増悪を見て、患者は最終的に第94病日目に死亡となった。

525 医中誌 2009074404 安藤 典子, 島田 眞路
【蕁麻疹とその類症】臨床例　クルミによるoral allergy
syndrome(OAS)

皮膚病診療 2009 31巻(1号)65-68 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2009074404 ×
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526 医中誌 2003026070 本間 玲子, 鈴木 祥之, 越山 良子, 望月 剛, 来海 正輝, 松本 一彦
イムノクロマトグラフィーによるメシル酸ナファモスタット
特異的IgE抗体簡易測定法の確立

臨床検査 2002 46巻(7号)799-803 10.11477/mf.1542905152 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2003026070 ×

蛋白分解酵素阻害剤であるフサンによるアレルギーの確定診断の一助としてフサンの有効成分であるメシル酸ナファモス
タット(NM)特異的IgE抗体の酵素免疫測定法(ELISA)を確立し,測定してきたが,結果を得る迄に数日を要し,迅速性に欠けてい
た.特別な装置を必要とせず簡便な,薬物特異的IgE抗体をELISAと同様に感度よく短時間(30分)で検出できるイムノクロマト
キットを開発した.ELISAで陽性と判定した9検体と陰性と判定した41検体を用いて,抗NMIgE抗体をELISAと比較測定した.よ
く一致した結果が得られた.他の薬物アレルギーへの応用も可能であり,今後,広く臨床での活用が期待できた

527 医中誌 2007318798 来海 公彦, 川原 朋乃, 羽田 美保, 田端 祐一, 米川 元晴, 鹿野 高明, 高橋 豊, 衣川 佳教, 沢田 博行
Phenobarbitalによるdrug-induced hypersensitivity
syndrome(DIHS)の4ヵ月女児例

臨床小児医学 2007 55巻(45293)44 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2007318798 ×

528 医中誌 2022168124 岡谷 真希, 峠岡 理沙, 益田 浩司, 土屋 邦彦, 加藤 則人
当院にてプリックテストを施行した小児ナッツアレルギーの
6例

臨床皮膚科 2022 76巻(3号)201-206 10.11477/mf.1412206594 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2022168124 ×

＜文献概要＞当院にて2015年1月～2019年4月に,ナッツアレルギーに対しプリックテストを施行した小児の6例について報告
する.うち2例は経口負荷試験も実施した.患者の内訳は男児5例,女児1例で,年齢は1～14歳(中央値:9歳).合併症はアトピー性皮
膚炎4例,気管支喘息3例,アレルギー性鼻炎2例であった.プリックテスト陽性率はピーナッツ3/4(75%),カシューナッツ
3/5(60%),アーモンド2/6(33%),マカデミアナッツ4/4(100%),クルミ0/3(0%),ピスタチオ3/4(75%),ヘーゼルナッツ1/3(33%),
ピーカンナッツ1/1(100%),ココナッツ1/2(50%),ジャイアントコーン0/1(0%),栗0/1(0%),ブラジルナッツ0/1(0%),プリックテ
ストの結果と血清特異的IgE抗体価は相関した.また,6例すべてが複数のナッツにプリックテストで陽性を示したため,症状を
起こしたナッツを含め複数のナッツを精査することが大切である.ナッツ類への感作例では盲目的に除去を指示するのではな
く,血清特異的IgE抗体価,プリックテスト反応を評価し,経口負荷試験を実施することによって,除去が必要か正しく判断するこ
とが大切である.

529 医中誌 2021205227 大原 香子 クルミとカシューナッツのアレルギーを示した1例 臨床皮膚科 2021 75巻(4号)291-294 10.11477/mf.1412206304 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2021205227 ×

＜文献概要＞12歳,男児.アトピー性皮膚炎と気管支喘息をもち,これまでクルミとカシューナッツにアレルギー症状を起こし
ている.クルミ,ぺカン,カシューナッツ,ピスタチオ,ピーナッツ,アーモンド,マカダミアナッツのプリック・プリックテストはす
べて陰性,特異的IgE抗体はクルミとJug r1,カシューナッツとAna o3が陽性であり,クルミとカシューナッツアレルギーと診断
した.Jug r1とAna o3は症状誘発に強く関連するアレルゲンコンポーネントであり,粗抗原の特異的IgE抗体に比べ感度が高い.
近年ナッツアレルギーが増加しクルミ,カシューナッツ,アーモンドの順番であるが,報告は小児科,アレルギー科からが多く,皮
膚科領域からは少なくクルミアレルギーの報告も5例のみである.自験例は幼少から手に湿疹病変を繰り返し,経皮感作したと
考えた.他のナッツ類のアレルギーについても,クルミのJug r1,カシューナッツのAna o3と同様の検査が可能になり,皮膚科医
でも診断が容易になることに期待する.

530 医中誌 2015004418 足立 厚子, 竹森 千尋, 指宿 千恵子, 佐々木 祥人, 干谷 奈穂, 上田 正登
ナッツアレルギーの7例におけるマイクロアレイ法を用いた
アレルゲンコンポーネントの検討

臨床皮膚科 2014 68巻(10号)762-769 10.11477/mf.1412104119 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2015004418 ×

ナッツ摂取後のアレルギー症状とナッツをすりつぶした液を用いたプリックテスト陽性で診断したナッツアレルギー7例を経
験した.原因となったナッツは全例が複数で,クルミが最も多く6例,カシューナッツ4例,アーモンド3例,ピーナッツ2例,ピスタ
チオ,ヒマワリの種,五味子,ゴマ,クリ各1例であった.口腔アレルギー症候群(oral allergy syndrome:OAS)から始まるものが5例,
蕁麻疹を伴うものが3例,顔面腫脹2例,呼吸困難や下痢など全身症状合併が4例で重症例が多かった.アレルゲンコンポーネント
マイクロアレイ法により4例は2Sアルブミン,7Sグロブリン,11Sグロブリンなど貯蔵蛋白の関与が推察され,1例のみハンノキ
花粉との交叉による感染特異的蛋白質(PR-10)によるOASが疑われた.残り2例は既知の抗原は陰性で,未知の抗原の関与が疑
われた.6例は原因ナッツの摂取禁止のみで,花粉からの交叉の1例は原因ナッツ,果物および豆乳の摂取禁止で再発はない.(著者
抄録)

531 医中誌 2006139052 新田 悠紀子, 小池 文美香, 大野 稔之, 奥田 容子, 近藤 泰輔, 黒木 のぞみ, 小林 慶子, 島田 昌明, 池口 宏 Sweet病様皮疹を伴ったアナフィラクトイド紫斑の1例 臨床皮膚科 2006 60巻(1号)16-19 10.11477/mf.1412100478 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2006139052 ×

42歳男.顔面・四肢に皮疹が出現した後,発熱,下痢,腹痛を来たした.受診時,額・両頬部に大豆大～クルミ大の隆起性で表面にび
らん・痂皮を付着した浸潤性紅斑局面を数個認めた.四肢には米粒大の紫斑が多発し,壊死性丘疹も混在していた.白血球
16000/μl,CRP 21.47mg/dl,ASK 10240倍と高値で,蛋白尿,血尿を認めた.頬部紅斑の病理組織学的所見で,表皮は一部壊死し,
真皮にびまん性に好中球の浸潤を認めたが,血管炎の像はなかった.下肢の紫斑では真皮の細小血管周囲に核破壊を伴った好中
球とリンパ球の浸潤,出血,フィブリノイド変性を認めた.腎生検でIgA腎症を認め,内視鏡では十二指腸炎,回腸炎,直腸炎を認め
たが,血管炎の像はなかった.腎症と腹部症状を伴ったアナフィラクトイド紫斑と診断し,neutrophilic dermatosis of
myeloproliferative disorders様皮疹を呈するSweet病を合併したと考えた.プレドニゾロン40mg/日により皮疹,症状は軽快し,
現在,同剤20mg/日で経過観察中である

532 医中誌 2009198276 穐山 浩, 安達 玲子, 手島 玲子
【食物アレルギーの新たな進展】アレルゲン検知法の新たな
開発状況

臨床免疫・アレルギー科 2009 51巻(4号)363-370 https://search.jamas.or.jp/link/ui/2009198276 ×
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